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(57)【要約】
　【課題】第１，第２導光板の斬新な動作並びに発光表
示（電飾）を実現して、演出効果が高い遊技演出を行う
ことができる遊技機を提供する。
　【解決手段】第１模様を第１光源(216a/216b/217a)に
より発光させ表示させる第１導光板(205/206/207) と、
第１導光板(205/206/207) に対して相対移動可能に設け
られ、第２模様を第２光源(214a,214b/215a,215b) によ
り発光させ表示させる第２導光板(208/209) と、第１導
光板(205/206/207) を第２導光板(208/209) と一体的に
第１位置と第２位置とにわたって移動させる第１駆動手
段(106) と、第２導光板(208/209) を第１導光板(205/2
06/207) に対して退避位置と進出位置とにわたって移動
させる第２駆動手段(218) とを備えた。
【選択図】　図４２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１模様を第１光源により発光させ表示させる第１導光板と、
　前記第１導光板に対して相対移動可能に設けられ、第２模様を第２光源により発光させ
表示させる第２導光板と、
　前記第１導光板を前記第２導光板と一体的に第１位置と第２位置とにわたって移動させ
る第１駆動手段と、
　前記第２導光板を前記第１導光板に対して退避位置と進出位置とにわたって移動させる
第２駆動手段と、
　を備えたことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記第１，第２光源及び前記第１，第２駆動手段を制御して遊技演出を行わせる演出制
御手段を備え、
　前記演出制御手段は、
　第１の遊技演出において、前記第１導光板を前記第１位置に停止させて、前記第１導光
板の前記第１模様を発光させ、
　第２の遊技演出において、前記第１導光板を前記第１位置から前記第２位置に移動させ
ると共に、前記第２導光板を前記退避位置から前記進出位置へ移動させて、前記第１，第
２導光板の前記第１，第２模様を発光させることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は遊技機に関し、特に遊技演出用の導光板に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、遊技球を使用して遊技を行うパチンコ遊技機、またメダル（コイン）を使用して
遊技を行う回胴式遊技機（スロットマシン）等の遊技機においては、その多くの機種に遊
技演出用の画像表示装置が装備されているが、更に、遊技演出用の可動役物を有する演出
役物装置を装備した機種（例えば、特許文献１，２参照）が公知である。
【０００３】
　この演出役物装置は、機種特有の物を形成する可動役物と、この可動役物を移動させる
役物駆動機構とを有し、通常は可動役物を退避位置に位置させるが、何らかの利益付与の
示唆又は告知を行うために、可動役物を退避位置から作動位置へ移動させる。
【０００４】
　特許文献１，２の演出役物装置は、上下２つの可動役物ユニットと、これら可動役物ユ
ニットを夫々上下動させる上下２つの役物駆動機構とを有し、各可動役物ユニットには、
その可動ベース部材に、前後に重ねて配置された第１，第２導光板と、これら導光板に導
入する光を発する複数のＬＥＤを実装してなるＬＥＤ基板が取付けられている。
【０００５】
　特許文献１の演出役物装置では、第１導光板が、その全領域を複数のＬＥＤからの光に
よって発光させるバックライトとして機能し、その第１導光板の前側に配置された第２導
光板に、光透過領域とそれ以外の光遮蔽領域が形成され、第１導光板から第２導光板の光
透過領域を透過する光によって、その前方に配設された装飾部を電飾する。
【０００６】
　特許文献２の演出役物装置では、第１導光板に対応する複数の第１ＬＥＤを点灯させて
、第１導光板に形成された模様（例えば、「熱い！！」）のみを発光表示させたり、第２
導光板に対応する複数の第２ＬＥＤを点灯させて、第２導光板に形成された模様（例えば
、「激熱！！」）のみを発光表示させたりすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００７】
【特許文献１】特開２０１４－１１３号公報
【特許文献２】特開２０１３－６３１４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　遊技演出用の導光板を有する演出役物装置において、２つの導光板を設けて、如何にそ
れら導光板の斬新な動作並びに発光表示（電飾）を実現して、演出効果を高め得る遊技演
出を行うことができるかが課題である。
　本発明は、この課題を改善できる遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１の発明（遊技機(1) ）は、第１模様を第１光源(216a/216b/217a)により発光させ表
示させる第１導光板(205/206/207) と、前記第１導光板(205/206/207) に対して相対移動
可能に設けられ、第２模様を第２光源(214a,214b/215a,215b) により発光させ表示させる
第２導光板(208/209) と、前記第１導光板(205/206/207) を前記第２導光板(208/209) と
一体的に第１位置と第２位置とにわたって移動させる第１駆動手段(106) と、前記第２導
光板(208/209) を前記第１導光板(205/206/207) に対して退避位置と進出位置とにわたっ
て移動させる第２駆動手段(218) とを備えたことを特徴とする。
【００１０】
　第２の発明は、第１の発明において、前記第１，第２光源(216a/216b/217a,214a,214b/
215a,215b)及び前記第１，第２駆動手段(106,218) を制御して遊技演出を行わせる演出制
御手段(600) を備え、前記演出制御手段(600) は、第１の遊技演出において、前記第１導
光板(205/206/207) を前記第１位置に停止させて、前記第１導光板(205/206/207) の前記
第１模様を発光させ、第２の遊技演出において、前記第１導光板(205/206/207) を前記第
１位置から前記第２位置に移動させると共に、前記第２導光板(208/209) を前記退避位置
から前記進出位置へ移動させて、前記第１，第２導光板(205/206/207,208/209) の前記第
１，第２模様を発光させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、第１，第２導光板の斬新な動作並びに発光表示（電飾）を可能にして
、演出効果が高い遊技演出を行うことが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例１に係る回胴式遊技機の斜視図である。
【図２】遊技機の制御系のブロック図である。
【図３】画像表示器役物ユニットの斜視図である。
【図４】画像表示器役物ユニット（画像表示器と可動役物を取り外した状態）の斜視図で
ある。
【図５】画像表示器役物ユニットの要部の前側から視た斜視図である。
【図６】画像表示器役物ユニットの後側から視た斜視図である。
【図７】画像表示器役物ユニットの平面図である。
【図８】画像表示器役物ユニットの正面図である。
【図９】画像表示器と第１案内機構と第１昇降駆動手段の揺動アーム部材等の後側から視
た斜視図である。
【図１０】画像表示器と第１案内機構と第１昇降駆動手段の揺動アーム部材等の平面図で
ある。
【図１１】画像表示器役物ユニットの左側面図である。
【図１２】図７のXII －XII 線断面図である。
【図１３】図７のXIII－XIII線断面図である。
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【図１４】画像表示器役物ユニットの１対の第１昇降駆動ユニットと１対の第２案内駆動
ユニットの平面図である。
【図１５】第１昇降駆動ユニットの後側からの斜視図である。
【図１６】第１昇降駆動ユニットの分解斜視図である。
【図１７】第１昇降駆動ユニットの一部切欠き縦断右側面図である。
【図１８】第２案内駆動ユニット（側面ベース部材取り外し状態）の左側面図である。
【図１９】第２案内駆動ユニットの分解斜視図である。
【図２０】第２案内駆動ユニット（側面ベース部材取り外し状態）の斜視図である。
【図２１】第２案内駆動ユニットを左側から視た斜視図である。
【図２２】第２案内駆動ユニットの要部の斜視図である。
【図２３】第２案内駆動ユニットを右側から視た斜視図である。
【図２４】実施例１に係る可動バー役物の正面図である。
【図２５】可動バー役物の上面図である。
【図２６】可動バー役物の下面図である。
【図２７】可動バー役物の背面図である。
【図２８】可動バー役物の前側からの斜視図である。
【図２９】可動バー役物の後側からの斜視図である。
【図３０】図２８の可動バー役物の固定導光板を省略した図である。
【図３１】図３０の可動バー役物の電飾器を省略した図である。
【図３２】図３１の可動バー役物のＬＥＤ基板を省略した図である。
【図３３】固定導光板、電飾器、及びＬＥＤ基板の前側からの分解斜視図である。
【図３４】固定導光板、電飾器、及びＬＥＤ基板の後側からの分解斜視図である。
【図３５】中央電飾器の前側からの分解斜視図である。
【図３６】左電飾器の前側からの分解斜視図である。
【図３７】右電飾器の前側からの分解斜視図である。
【図３８】第１左固定導光板、及び第２ＬＥＤ基板の正面図である。
【図３９】第２左固定導光板、及び第２ＬＥＤ基板の正面図である。
【図４０】右固定導光板、及び第３ＬＥＤ基板の正面図である。
【図４１】第２可動ベース、及び可動導光板の前側からの斜視図である。
【図４２】第２可動ベース、可動導光板、及び第２駆動手段の後側からの斜視図である。
【図４３】図４２から第２駆動手段のスライド板を省略した図である。
【図４４】第２可動ベース、可動導光板、及び第２駆動手段の分解斜視図である。
【図４５】第２可動ベース、可動導光板、及び第２駆動手段の分解斜視図である。
【図４６】第１退避位置の第１可動導光板、第２退避位置の第２可動導光板、及び第２駆
動手段の背面図である。
【図４７】第１進出位置の第１可動導光板、第２退避位置の第２可動導光板、及び第２駆
動手段の背面図である。
【図４８】第１進出位置の第１可動導光板、第２進出位置の第２可動導光板、及び第２駆
動手段の背面図である。
【図４９】第１可動導光板、及び第１連結バーの前側からの分解斜視図である。
【図５０】第１可動導光板、及び第１連結バーの後側からの分解斜視図である。
【図５１】第１可動導光板、第１ＬＥＤ基板、及び第１光導入構造の断面図である。
【図５２】第２可動導光板、及び第２連結バーの前側からの分解斜視図である。
【図５３】第２可動導光板、及び第２連結バーの後側からの分解斜視図である。
【図５４】第２可動導光板、第１ＬＥＤ基板、及び第２光導入構造の断面図である。
【図５５】変更形態に係る第１可動導光板、第１ＬＥＤ基板、及び第１光導入構造の断面
図である。
【図５６】変更形態に係る第２可動導光板、第１ＬＥＤ基板、及び第２光導入構造の断面
図である。
【図５７】実施例１に係る電飾パネルの前側からの分解斜視図である。
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【図５８】電飾パネルの後側からの分解斜視図である。
【図５９】電飾装置の前側からの分解斜視図である。
【図６０】電飾装置の後側からの分解斜視図である。
【図６１】主発光部材及び発光パネルの前側からの斜視図である。
【図６２】主発光部材及び発光パネルの正面図である。
【図６３】主発光部材の正面図である。
【図６４】主発光部材の背面図である。
【図６５】発光パネルの正面図である。
【図６６】発光パネルの背面図である。
【図６７】発光パネルと複数のＬＥＤとの位置関係を示す正面図である。
【図６８】発光パネルと複数のＬＥＤとの位置関係を示す背面図である。
【図６９】実施例２に係る電飾パネルの前側からの分解斜視図である。
【図７０】電飾パネルの後側からの分解斜視図である。
【図７１】電飾装置の前側からの分解斜視図である。
【図７２】電飾装置の後側からの分解斜視図である。
【図７３】電飾装置の左右の装飾板を省略した前側からの斜視図である。
【図７４】電飾装置のＬＥＤ基板を省略した後側からの斜視図である。
【図７５】発光パネルと複数の導光バーの後側からの分解斜視図である。
【図７６】中央電飾ユニットの前側からの分解斜視図である。
【図７７】中央電飾ユニットの後側からの分解斜視図である。
【図７８】発光パネル、左右の装飾板、及び中央電飾ユニットと複数のＬＥＤとの位置関
係を示す正面図である。
【図７９】発光パネル及び中央電飾ユニットと複数のＬＥＤとの位置関係を示す背面図で
ある。
【図８０】実施例３に係る画像表示器の動作による遊技演出を示す図表である。
【図８１】画像表示器の動作説明図である。
【図８２】可動バー役物の動作による遊技演出を示す図表である。
【図８３】可動バー役物の動作説明図である。
【図８４】可動バー役物の他の動作説明図である。
【図８５】図８４相当図である。
【図８６】図８４相当図である。
【図８７】可動バー役物の電飾による遊技演出を示す図表である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、本発明を実施するための形態について、実施例に基づいて説明する。
【実施例１】
【００１４】
　本発明に係る回胴式遊技機であるスロットマシンの実施例について、図面に基づいて説
明する。図１、図２に示すように、このスロットマシン１は、遊技者側に面する前面扉２
が箱状の筐体３の前面の開口を開閉可能にするためヒンジ機構により左端を回動支点とし
て回動可能に取り付けられている。尚、以下の説明において、遊技者から視て手前側を前
方、左右方向を左右方向として説明する。
【００１５】
　前記筐体３は、上面板３ａと、左右の側面板３ｂ，３ｃと、底面板３ｄと、背面板３ｅ
とを有し、筐体３の前後幅は上方ほど小さく形成され、筐体３の前面の開口は鉛直面に対
して後傾側（上方ほど後方へ移行）へ緩傾斜している。前面扉２は、上部透明パネル（図
示略）と、中段パネル部４と、操作パネル部５と、下部パネル部６を有し、これらは化粧
板としての視覚効果を高めるようにデザインされた硬質合成樹脂により形成されている。
【００１６】
　前面扉２の上部には、画像表示器７（液晶表示器）と可動役物８と案内駆動機構部１０
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０Ａをユニット化した画像表示器役物ユニット１００が装備され、これらの前面側が箱状
の上部透明パネルで覆われている。筐体３は、前面扉２を閉じた状態では、画像表示器役
物ユニット１００の案内駆動機構部１００Ａを収納するようになっている。
【００１７】
　筐体３の内部には、スロットマシン１の全体の動作を統括制御するメイン制御基板７０
と、３つの円筒状の回転リールである左リール１１、中リール１２、右リール１３を有す
る回胴装置１０（リールユニット）と、電源装置、メダルの払い出し用のメダル排出スリ
ットを有するホッパ装置５１と、ホッパ装置５１から溢れたメダルを収納する補助貯留部
等を備えている。
【００１８】
　回胴装置１０は、メイン制御基板７０からリール１１，１２，１３の回転や停止に関す
る制御信号を受けるリール基板４０によって３つのリール１１，１２，１３の回転や回転
停止が制御される。
【００１９】
　回胴装置１０は、筐体３の内部に付設された台座に対して引き出し及び押し戻し自在に
載置されている。３つのリール１１，１２，１３は軸心を左右方向に水平に向けて並設さ
れ、それらリール１１，１２，１３の周面の前部を遊技者から視認可能になっている。
【００２０】
　筐体３の内部には、電源装置、 配電盤に相当する電源装置基板５０が装備されており
、電源装置基板５０には電源装置で発生する各種電源電圧を回胴装置１０やホッパ装置５
１等の各所に配電する配電回路が設けられている。
【００２１】
　前面扉２は、筐体３の開口を閉塞する位置で、操作パネル部５に形成された鍵穴９を有
する施錠装置によりロックされ、ホールスタッフ等がメダル補給作業やメンテナンス作業
や設定値変更等に等に伴う出玉管理作業等を行う場合に専用鍵で施錠を解除してロック状
態を解除し、前面扉２を開放可能になっている。
【００２２】
　前面扉２には、遊技に付随する演出を行う演出表示部が設けられ、この演出表示部は、
動画等を表示する画像表示器７と、複数の演出用ランプ９２ａ～９２ｄやサイドランプ９
３ａ，９３ｂの発光により複数色に変化可能な複数の演出用発光部１４ａ，１４ｂ，１５
ａ，１５ｂやサイド発光部１６ａ，１６ｂと、複数のスピーカ９４ａ～９４ｄからの音響
を放音可能な複数の放音部３１ａ，３１ｂ，３２ａ，３２ｂとを備えている。
【００２３】
　画像表示器７の画面７ａと可動役物８は上部透明パネル（図示略）を通して視認可能で
あり、画像表示器７の画面７ａには遊技に関する情報を表示可能になっている。画像表示
器７は、３つのリール１１，１２，１３の図柄を表示する表示窓４ａの上方に離隔した位
置に配設されている。
【００２４】
　前面扉２の上部の表示器役物ユニット１００の背面側には、演出制御基板８１と画像音
響生成基板８７とを有するサブ制御基板８０が設けられ、メイン制御基板７０からサブ制
御基板８０に演出開始を示唆する制御信号が供給されると、そのサブ制御基板８０により
画像表示器７による動画像等の表示と、複数の演出用発光部１４ａ，１４ｂ，１5 ａ，１
５ｂの点滅や点灯による演出と、複数の放音部１６ａ，１６ｂ，１７ａ，１７ｂからの効
果音による演出等が行われるようになっている。
【００２５】
　前面扉２の中段パネル部４には、回胴装置１０の３つのリール１１，１２，１３の図柄
の確認を行える表示窓４ａが設けられている。この表示窓４ａには３つのリール１１，１
２，１３に表記された複数の図柄のかちの一部の図柄を表示するようになっている。前記
表示窓４ａの下方には、貯留枚数表示器１８、遊技進行表示器１９、払出枚数表示器２０
等が設けられている。これらの表示器１８～２０は、７セグメントＬＥＤで構成され、０
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～９までの１０通りの数字で複数桁の数字を表示可能になっている。前記中段パネル部４
と、貯留枚数表示器１８、遊技進行表示器１９、払出枚数表示器２０等の前面は透明パネ
ル（図示略）で覆われている。
【００２６】
　貯留枚数表示器１８には、クレジットされているメダルの枚数（最大５０枚）が表示さ
れ、その貯留枚数は、遊技停止中にメダル投入部２１から最大ベット数を超えて投入され
たメダルの枚数や遊技で獲得したメダルの枚数を加算して表示される。遊技進行表示器１
９には、遊技者に有利な特別遊技状態（ビッグボーナス、レギュラーボーナス等）が発生
した際、その特別遊技状態の残りゲーム数等が数字で表示される。
【００２７】
　払出枚数表示器２０には、３つのリール１１，１２，１３の停止に伴い、その有効ライ
ン上に揃った図柄に応じたメダル払い出し枚数が数字で表示される。尚、払出枚数表示器
２０は、スロットマシン１における出球率（メダルの払出率）を決定する際の設定値を表
示可能である。
【００２８】
　中段パネル部４の両側には高輝度発光ダイオードを内蔵したサイド発光部１６ａ，１６
ｂが装備され、これらサイド発光部１６ａ，１６ｂは、リーチや大当たり等の際に点灯又
は点滅して遊技者の視覚に訴える演出を行う。
【００２９】
　前面扉２の操作パネル部５には、メダル投入部２１と、清算スイッチ２２（貯留払戻し
スイッチ）と、ベットスイッチ２３と、ＭＡＸベットスイッチ２４と、スタートスイッチ
２７と、３つのリール１１，１２，１３を夫々停止させる為の３つのストップスイッチ２
８，２９，３０等が設けられている。メダルがクレジットされているとき、ベットスイッ
チ２３又はＭＡＸベットスイッチ２４を操作すると、クレジットされているメダルから１
枚，２枚，３枚の何れかの枚数がベットされ、貯留枚数表示器１８の表示枚数が減算され
て表示される。
【００３０】
　前面扉２の操作パネル部５の背面には、操作パネル部５のベットスイッチ２３、ＭＡＸ
ベットスイッチ２４、清算スイッチ２２、スタートスイッチ２７、３つのストップスイッ
チ２８～３０等の各種操作スイッチが電気的に接続された中央表示基板６０が設けられて
おり、これらのスイッチの出力信号が中央表示基板６０からメイン制御基板７０に転送さ
れるようになっている。また、操作パネル部５には、遊技者が操作可能な演出ボタン２５
が設けられ、演出ボタン２５にはその操作を検出する演出ボタン検出スイッチ９６が設け
られている。
【００３１】
　操作パネル部５には、遊技者による選択操作を受け付ける十字キー２６が設けられ、こ
の十字キー２６は上下左右の４つの操作キーを有し、画像表示器７に表示された表示画像
の選択操作等が可能である。上記の４つの操作キーの操作を検出する４つの操作キー検出
スイッチ９７が設けられ、これら操作キー検出スイッチ９７が遊技者の操作を検出すると
その選択に応じた選択が実行される。
【００３２】
　中央表示基板６０には、スロットマシン１の出球率を設定する設定値（１～６の６段階
）を変更する場合に操作される設定スイッチ６１が設けられ、この設定スイッチ６１の操
作に応じて払出枚数表示器２０に設定値が表示される。
【００３３】
　前面扉２の下部パネル部６には、スロットマシン１のモデルタイプ等を遊技者へ認識さ
せる為、登場キャラクタの絵柄を印刷したパネルも設けられている。
下部パネル部６の下方には、入賞時にメダルを排出するメダル排出口３４を有する受皿ユ
ニット３５と、下部スピーカを内蔵しゲームの進行に応じた演出効果音を発生させる下部
放音部１７ａ，１７ｂとが設けられている。
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【００３４】
　前面扉２の下部パネル部６の背面側には、メダル投入部２１から投入された物がメダル
か異物かを判別して振り分けるセレクタ６２と、このセレクタ６２で振り分けられたメダ
ルを筐体３内のホッパ装置５１へ案内するホッパガイド部材と、セレクタ６２で振り分け
られた異物をメダル排出口３４へ案内するガイド部材と、ホッパ装置５１から排出された
メダルを受皿ユニット３５のメダル排出口３４側にガイドする払出ガイド部材とが設けら
れている。
【００３５】
　次に、図２に基づいて、スロットマシンの制御システムについて説明する。
　制御システムは、主としてメイン制御基板７０、サブ制御基板８０、中央表示基板６０
、リール基板４０、電源装置基板５０を備え、それぞれが配線ケーブルによって接続され
ている。
【００３６】
　メイン制御基板７０には、Ｉ／Ｆ回路７１（インタフェース回路）、メインＣＰＵ７２
、乱数発生器７３、メインＲＯＭ７４、メインＲＡＭ７５等が設けられている。
　メインＣＰＵ７２は、メインＲＯＭ７４に予め記憶されているシステムプログラムやス
ロットマシンゲーム用のプログラム等を読み込み、ゲームの進行に応じた所定の演算処理
を実行して、サブ制御基板８０、リール基板４０、中央表示基板６０、電源装置基板５０
等に対する分散制御を行う為の所定のコマンドを出力する。
【００３７】
　メインＣＰＵ７２は、スタートスイッチ２７の検出（始動条件の成立）により表示窓４
ａに表示される図柄を変動させ、その後、スタートスイッチ２７の検出に基づいて決定し
た所定の条件およびリールストップスイッチ２８～３０の検出に従って図柄の変動を停止
させる。乱数発生器７３は、役抽選の為の乱数を発生させる為のカウンタを有し、電源が
投入されている間、常時０～６５５３５の数値を発生させ、所定の契機（遊技者の操作）
に基づいて１つの数値が乱数値として出力される。
【００３８】
　メインＲＯＭ７４は、システムプログラムやスロットマシンゲーム用のプログラム等を
記憶しているものであり、役の抽選処理に用いる役抽選テーブルや、回転リール１１，１
２，１３の停止制御に用いる停止位置決定テーブル等を記憶している。メインＲＡＭ７５
は、メインＣＰＵ７２によって実行されるシステムプログラム、スロットマシンゲーム用
のプログラムや、メインＣＰＵ７２による演算結果等を一時的に記憶する。Ｉ／Ｆ回路７
１は、サブ制御基板８０、中央表示基板６０、リール基板４０、電源装置基板５０、中央
表示基板６０間でのコマンドの送受信を行う。
【００３９】
　サブ制御基板８０は、主として演出を制御するものであり、演出制御基板８１と画像音
響生成基板８７とを備えている。サブ制御基板８０には、演出ボタン検出スイッチ９６、
選択ボタン検出スイッチ９７、演出用発光部１４ａ，１４ｂ，１５ａ，１５ｂの演出用ラ
ンプ９４ａ～９４ｄ、サイド発光部１６ａ，１６ｂのサイドランプ９３ａ，９３ｂ、案内
駆動機構部１００Ａ、可動役物８が接続されている。
　サブ制御基板８０は、演出ボタン検出スイッチ９６、選択ボタン検出スイッチ９７から
検出信号を入力すると共に演出用ランプ９４ａ，９４ｂ、サイドランプ９５ａ，９５ｂへ
操作信号（制御コマンド、データ等）を出力するものである。
【００４０】
　演出制御基板８１は、主として演出時にサイドランプ９３ａ，９３ｂ、演出用ランプ９
４ａ～９４ｄを点灯させる制御を行うものであり、Ｉ／Ｆ回路８２、サブＣＰＵ８３、乱
数発生器８４、サブＲＯＭ８５、サブＲＡＭ８６を備えている。Ｉ／Ｆ回路８２は、メイ
ン制御基板７０のＩ／Ｆ回路７１からのコマンドの受信を行う。サブＣＰＵ８３は、サブ
ＲＯＭ８５に予め記憶されている演出用のプログラム等を読み込み、メイン制御基板７０
からの演出開始を示すコマンド、又は、演出ボタン検出スイッチ９６や操作キー検出スイ
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ッチ９７等の入力信号に基づいて所定の演算を行い、その演算結果を画像制御ＩＣ８７ａ
や音源ＩＣ８７ｂに与える。
【００４１】
　乱数発生器８４は、乱数抽選の為の乱数を発生させるカウンタからなり、電源が投入さ
れている間、常時０～６５５３５の数値を発生させ、メイン制御基板７０からのコマンド
に基づいて１つの数値が乱数値として出力される。サブＲＯＭ８５は、演算用のプログラ
ムや演算の抽選処理に用いる演出抽選テーブル等を記憶している。サブＲＡＭ８６はサブ
ＣＰＵ８３によって実行される演出用プログラムやサブＣＰＵ８３による演算結果等を一
時的に記憶する。
【００４２】
　画像音響生成基板８７は、主として演出時に表示画像や音響を制御するものであり、画
像制御ＩＣ８７ａ、画像ＲＯＭ８８、ビデオＲＡＭ８９、音源ＩＣ８７ｂ、音源ＲＯＭ９
０、アンプ９１等を備えている。
　画像制御ＩＣ８７ａは、画像ＲＯＭ８８から画像に関するプログラムやデータを読み込
み、画像表示器７に画像を表示させる為の画像データ等を生成する。画像ＲＯＭ８８は、
演出で用いる画像に関するプログラムやデータ（主としてキャラクタ等の画像のデータ）
を記憶している。ビデオＲＡＭ８９は、演出用のプログラムやデータを一時的に記憶する
ものであり、主に画像データを合成して生成させる為の作業エリアとされる。
【００４３】
　音源ＩＣ８７ｂは、音源ＲＯＭ９０から音声に関するプログラムやデータを読み込み、
スピーカ９４ａ～９４ｄを駆動させる音声信号を生成する。音源ＲＯＭ９０は、演出を実
行する為のプログラムやデータ（主に音声に関するプログラムやデータ）を記憶している
。アンプ９１は音源ＩＣ８７ｂからの音声信号を増幅してスピーカ９４ａ～９４ｄに出力
する。
【００４４】
　中央表示基板６０には、ベットスイッチ２３、ＭＡＸベットスイッチ２４、清算スイッ
チ２２、スタートスイッチ２７、３つのストップスイッチ２８，２９，３０、設定スイッ
チ６１、セレクタ６２が接続されている。
　ベットスイッチ２３は、メダルを１枚ずつベットする為のスイッチであり、ＭＡＸベッ
トスイッチ２４はメダルを一度に３枚ベットする為のスイッチである。清算スイッチ２２
は、メダルの投入や小役等の入賞により獲得したメダルをスロットマシン１内で貯留し、
その貯留されたメダルをスロットマシン１外へ払い出す為のスイッチである。
【００４５】
　スタートスイッチ２７は３つのリール１１，１２，１３を一斉に回転させる指示をする
為のレバースイッチである。左中右の３つのストップスイッチ２８，２９，３０は、左中
右の３つのリール１１，１２，１３を夫々停止させる為のスイッチである。設定スイッチ
６１は、スロットマシン１の出球率（メダルの払出率）を設定する設定値を変更する場合
に操作されるものである。
【００４６】
　セレクタ６２は、メダル投入部２１より投入される投入物に対し正規のメダルか異物か
を判別して振り分けると共に、遊技待機中等でのメダル受付時（受付許可状態のとき）メ
ダルの検出に合せてメダルの受け付けを行うものである。リール基板４０には、左中右の
３つのリールモータ４１，４２，４３、左中右の３つのリールセンサ４１ａ，４２ａ，４
３ａ、外部集中端子板４４、ドアスイッチ４５が接続されている。
【００４７】
　左中右の３つのリールモータ４１，４２，４３は、夫々、左中右の３つのリール１１，
１２，１３の加速と減速と停止を行うステッピングモータである。左中右の３つのリール
センサ４１ａ，４２ａ，４３ａは、夫々、左中右の３つのリール１１，１２，１３の回転
角度位置を検出するものである。外部集中端子板４４は、メダル払出やメダル投入等の遊
技情報に関する信号と、ドア開放、設定変更、投入エラー、払出エラー等のセキュリティ
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に関する信号とを受信し、ホールコンピュータに出力するものである。ドアスイッチ４５
はドア開閉スイッチ信号を送信するものである。
【００４８】
　電源装置基板５０には、ホッパ装置５１、電源スイッチ５２、リセットスイッチ５３、
設定変更有効化スイッチ５４が接続されている。ホッパ装置５１は、ゲームの入賞に応じ
てメダルの払い出しを行うものである。リセットスイッチ５３は、エラー信号等の出力を
停止させ、エラー状態から復旧させる為のリセットスイッチ信号を出力する。設定変更有
効化スイッチ５４は、設定スイッチ６１の操作を有効化する設定変更有効化信号を送信す
る。
【００４９】
　以上説明したスロットマシン１によるゲームにおいては遊技者がゲームのベット数を決
定した状態でスタートスイッチ２７を操作すると、左中右の３つのリール１１，１２，１
３が回転し、その後、遊技者が左中右の３つのリールストップスイッチ２８，２９，３０
を順に操作すると、左中右の３つのリール１１，１２，１３が順に停止制御され、全ての
リール１１，１２，１３の停止後、有効ライン上での図柄の組み合わせ態様からゲーム結
果を判断し、入賞した場合には該当する当選役に対応する規定数のメダルが付与される。
【００５０】
◆［画像表示器役物ユニット］
次に、画像表示器役物ユニット１００について、図３～図２３に基づいて説明する。
　画像表示器役物ユニット１００は、画像表示器７と、可動役物８と、案内駆動機構部１
００Ａとをユニット化したものであり、この画像表示器役物ユニット１００は前面扉２の
上部に取り付けられている。画像表示器７は、前面扉２の上部の大部分を占めるサイズの
矩形状の液晶表示器からなり、遊技に関する情報を表示するものである。
【００５１】
　この画像表示器７は、その画面７ａが鉛直面に対して上方ほど前方へ移行する前傾状に
（上方ほど前方へ位置するように）傾斜させて配置されている。この傾斜角度は、例えば
１０°～２０°、好ましくは１５，１６°である。このように画面７ａを前傾状態にする
のは、遊技者から画面７ａを見易くする為であると同時に、画面７ａの前側の空間に可動
役物８をコンパクトに配置可能にする為であると共に可動役物８により画面７ａの視認性
が低下しないようにする為である。
【００５２】
　可動役物８は左右に細長く前後厚さが例えば２～３ｃｍ程度の直方体状に形成され、可
動役物８の前面は画面７ａから数ｃｍ前方に位置している。この可動役物８の内部構造の
詳細については後述する。可動役物８は、その左右両端部に連結された左右１対のアーム
部材１０１で支持され、１対のアーム部材１０１は、後述する第２案内機構１０５で支持
されている。可動役物８の上下幅は例えば画面の上下幅の約１／４～１／３であるが、こ
の上下幅に限定されるものではない。
【００５３】
　可動役物８は画面７ａと平行方向へ昇降可能に案内されるが、図１、図３は可動役物８
が最下位置の状態を示しており、この最下位置の可動役物８の大部分は画面７ａの前側に
位置しているが、可動役物８の下端部は画面７ａの下端よりも下方へはみ出している。但
し、可動役物８は画面７ａの下端から下方へはみ出さないように配置してもよい。
【００５４】
　図３～図７に示すように、画像表示器役物ユニット１００は、画像表示器７と、画像表
示器７の前側の可動役物８と、画像表示器７の背面側の案内駆動機構部１００Ａとを備え
ている。この案内駆動機構部１００Ａは、この案内駆動機構部１００Ａを構成する諸部材
や諸機器を取り付ける為のベース部材１０２と、画像表示器７を昇降可能に案内する第１
案内機構１０３と、画像表示器７を昇降駆動する為の第１昇降駆動手段１０４と、可動役
物８を昇降可能に案内する第２案内機構１０５と、可動役物８を昇降駆動する為の第２昇
降駆動手段１０６と、左右１対のカバー部材１０７ａ，１０７ｂとを備えている。
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【００５５】
　次に、ベース部材１０２について説明する。
　図４、図５に示すように、ベース部材１０２は合成樹脂製の部材であり、ベース部材１
０２は、前面ベース部材１１０と、この前面ベース部材１１０の左右両端部の背面側に固
定されて後方へ延びる左右１対の側面ベース部材１１１ａ，１１１ｂと、これら側面ベー
ス部材１１１ａ，１１１ｂの左右方向内面（左右方向中心の側）に夫々固定された左右１
対の側面内側ベース部材１１２ａ，１１２ｂとを備えている。
【００５６】
　前面ベース部材１１０は鉛直面に対してやや前傾姿勢に配設され、前面ベース部材１１
０には、左右１対の突出部１１０ａ，１１０ｂと、画像表示器７をその画面７ａと平行方
向（画面７ａと平行な方向であって、鉛直方向に対して上方ほど前方へ位置するように前
後に１０度～２０度傾斜させた所定方向）へ昇降可能に案内する第１案内機構１０３を支
持する中央部の第１案内機構支持部１０３ａとを有する。前面ベース部材１１０の左右の
突出部１１０ａ，１１０ｂの背面部には、側面ベース部材１１１ａ，１１１ｂの前端部の
係合凸部１１４ａ，１１４ｂを係合させる為の係合凹部１１５であって左右方向の外側面
のみが開放状の係合凹部１１５が形成されている。
【００５７】
　前面ベース部材１１０の左右の突出部１１０ａ，１１０ｂの前端部には、画像表示器７
が昇降する際に画像表示器７の背面に当接する遊転ローラ１１３ａ，１１３ｂが夫々装備
され、遊転ローラ１１３ａ，１１３ｂは左右方向向きの水平な支軸に回転自在に支持され
ている。
【００５８】
　前面ベース部材１１０は、複数のフランジ部や複数の凹部及び凸部を介して高剛性の一
体部材に構成されている。前面ベース部材１１０は、複数のビス等により前面扉２の上部
の背面側に固定されている。例えば、前面ベース部材１１０の上端部には、固定用のビス
を挿通させる為の左右１対のビス挿通穴１１６ａ，１１６ｂが形成され、前面ベース部材
１１０の下端部には固定用のビスを挿通させる為の３つのビス挿通穴１１６ｃ～１１６ｅ
が形成されている。尚、側面ベース部材１１１ａ，１１１ｂや側面内側ベース部材１１２
ａ，１１２ｂについては必要に応じて適宜後述する。
【００５９】
　次に、第１案内機構１０３について図４、図７、図９～図１３に基づいて説明する。
　この第１案内機構１０３は、画像表示器７をその画面７ａと平行方向へ昇降可能に案内
するものである。第１案内機構１０３は、第１案内機構支持部１０３ａと、画像表示器７
の背面側に設けられた第１ガイドロッド１１７と、前面ベース部材１１０側に形成された
第１リニアガイド１１８ｅ付きの案内孔１１８とを備えている。第１ガイドロッド１１７
は、画像表示器７の背面側の左右方向中間部に画面と平行に縦向きに配設され、第１ガイ
ドロッド１１７は案内孔１１８を低摩擦で摺動自在に挿通している。
【００６０】
　第１案内機構支持部１０３ａは、前面ベース部材１１０の中央側部分に縦向きに形成さ
れた左右１対の膨出部１１８ａ，１１８ｂと、これら膨出部１１８ａ，１１８ｂと一体形
成され且つこれら膨出部１１８ａ，１１８ｂの中段部を架橋状に連結する架橋部１１８ｃ
と、この架橋部１１８ｃの前面にビスにて固定された案内部材１１８ｄであって架橋部１
１８ｃと協働して第１案内機構１０３の円筒状の案内孔１１８を形成する案内部材１１８
ｄとを有する。この案内孔１１８の内周部には、画像表示器７の背面に装備された第１ガ
イドロッド１１７を低摩擦で摺動自在に案内する第１リニアガイド１１８ｅ（ベアリング
機構）が組み込まれている。
【００６１】
　第１ガイドロッド１１７の上端部と下端部を夫々支持する合成樹脂製の１対の支持片１
１７ａ，１１７ｂが設けられ、各支持片１１７ａ，１１７ｂは１対のビスで画像表示器７
の背面ケース部材７ｂに固定されている。尚、前記左右１対の遊転ローラ１１３ａ，１１
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３ｂは、第１案内機構１０３に含まれるものである。
【００６２】
　前記第１案内機構１０３の変更例として、第１案内機構支持部１０３ａを画像表示器７
の背面部に形成し、第１ガイドロッド１１７を前面ベース部材１１０に装備し、画像表示
器７をその画面７ａと平行方向に昇降可能に案内するように構成してもよい。
【００６３】
　次に、第１昇降駆動手段１０４について図９～図１７に基づいて説明する。
　第１昇降駆動手段１０４は、画像表示器７をその画面７ａと平行方向へ昇降駆動するも
のであり、この第１昇降駆動手段１０４は、左右１対の第１昇降駆動ユニット１０４Ａ，
１０４Ｂに組み込まれている。左右１対の第１昇降駆動ユニット１０４Ａ，１０４Ｂは、
 左右対称（図７のXIII－XIII線を含む鉛直面に対して左右対称）のものであるので、左
側の第１昇降駆動ユニット１０４Ａについて説明し、右側の第１昇降駆動ユニット１０４
Ｂの説明は省略する。
【００６４】
　左側の第１昇降駆動ユニット１０４Ａは、揺動アーム部材１２０と、主ケース部材１２
１と、副ケース部材１２２と、駆動モータ１２３と、減速ギヤ列１２４と、ウォームギヤ
機構１２５と、アシスト機構１２６と、上限スイッチ１２７及び下限スイッチ１２８等を
備えている。
【００６５】
　第１昇降駆動ユニット１０４Ａは、 主ケース部材１２１と副ケース部材１２２の内部
や側部や底部に、駆動モータ１２３と、減速ギヤ列１２４と、ウォームギヤ機構１２５と
、アシスト機構１２６と、上限スイッチ１２７及び下限スイッチ１２８等を組み付けたユ
ニットとして構成され、この第１昇降駆動ユニット１０４Ａは、その主ケース部材１２１
と副ケース部材１２２を前面ベース部材１１０の背面に複数のビス１２９で固定すること
により前面ベース部材１１０に固定されている。
【００６６】
　このように、第１昇降駆動ユニット１０４Ａは、前面ベース部材１１０の背面に複数の
ビスで固定されるユニットに構成してあるため、全体としてコンパクト化し、組み付け作
業が簡単化し、遊技機１を廃棄する際には第１昇降駆動ユニット１０４Ａを回収して再利
用可能である。
【００６７】
　画像表示器７の背面ケース部材７ｂの左部の上部には、揺動アーム部材１２０の先端部
分にピン部材１３１を介して連結されるピン支持部材１３０が固定されている。ピン支持
部材１３０は、基部１３０ａとこの基部１３０ａから後方へ延びる左右１対の腕部１３０
ｂであってピン部材１３１の両端部を支持する１対の腕部１３０ｂとを備えている。
【００６８】
　前記揺動アーム部材１２０は、アーム部１２０ａと、このアーム部１２０ａの後端部に
一体形成された後端連結部１２０ｂと、この後端連結部１２０ｂに固定されたギヤ形成部
１２０ｃとを備えている。尚、アーム部１２０ａの後端が後端連結部１２０ｂの左端部に
連なるように一体形成されている。アーム部１２０ａは所定の上下幅と所定の左右幅を有
し、このアーム部１２０ａの前端部分には前後方向（アーム部１２０ａの長さ方向）に細
長い長穴１３２が形成され、この長穴１３２に前記ピン部材１３１を挿通させ、このピン
部材１３１を介してアーム部１２０ａから１対の腕部１３０ｂへ昇降駆動力を伝達可能に
連動連結してある。
【００６９】
　前記後端連結部１２０ｂには、円弧形左側板部１３４と、環状の右側板部１３５とが一
体形成されている。これら側板部１３４，１３５の間にギヤ形成部１２０ｃの前部が係合
され、ギヤ形成部１２０ｃが複数のビス１３６で側板部１３４，１３５に固定されている
。ギヤ形成部１２０ｃと右側板部１３５の中心部には左右方向向きで水平な軸孔１３７が
形成されている。このギヤ形成部１２０ｃは軸孔１３７と同心の部分円筒状の外周部を有
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し、この外周部の後半部にはウォームギヤ機構１２５のウォームホイールとして機能する
ギヤ部１３８が形成されている。
【００７０】
　ギヤ形成部１２０ｃを回転自在に支持する軸部材１３９が軸孔１３７に挿通され、この
軸部材１３９の左端部は主ケース部材１２１に形成した軸穴に支持されている。軸部材１
３９の右端側部分は、副ケース部材１２２に一体形成された円筒部１４０に挿入されて支
持されている。
【００７１】
　前記駆動モータ１２３はその軸心を鉛直方向向きに配設したステッピングモータからな
り、この駆動モータ１２３は主ケース部材１２１の底部壁１２１ａの外側から底部壁１２
１ａに固定されている。減速ギヤ列１２４は、底部壁１２１ａの上側において駆動モータ
１２３の出力軸に固定されたピニオン１２３ａと、このピニオン１２３ａよりも大径でピ
ニオン１２３ａに噛合した第１ギヤ１４２と、この第１ギヤ１４２の上面側同軸一体の第
２ギヤ１４３であって第１ギヤ１４２よりも小径の第２ギヤ１４３と、この第２ギヤ１４
３よりも大径で第２ギヤ１４３に噛合した第３ギヤ１４４とを備え、駆動モータ１２３の
回転駆動力は減速して第３ギヤ１４４に伝達される。
【００７２】
　第１，第２ギヤ１４２，１４３のギヤ軸は副ケース部材１２２とギヤカバー１２１ｂと
で支持され、第３ギヤ１４４の下側ギヤ軸は主ケース部材１２１の底部壁１２１ａで支持
されている。尚、駆動モータ１２３はサブ制御基板８０に電気的に接続され、サブ制御基
板８０で制御される。
【００７３】
　ウォームギヤ機構１２５は、第３ギヤ１４４と同心に鉛直向きに配置されたウォームギ
ヤ１４５と、このウォームギヤ１４５に噛合した揺動アーム部材１２０のギヤ形成部１２
０ｃに形成されたギヤ部１３８とを備えている。ウォームギヤ１４５の下端軸部の下端部
がカプラー１４５ａにより第３ギヤ１４４のギヤ軸に連結され、この下端軸部は軸受１４
５ｂを介して主ケース部材１２１に支持されている。ウォームギヤ１４５の上端軸部は軸
受１４５ｃを介して主ケース部材１２１に支持されている。
【００７４】
　こうして、駆動モータ１２３の駆動力で減速ギヤ列１２４とウォームギヤ機構１２５を
介してギヤ部１３８を回転させて、揺動アーム部材１２０のアーム部１２０ａをギヤ形成
部１２０ｃを回転中心として上下に揺動させることで、画像表示器７をその画面７ａと平
行方向へ昇降駆動可能に構成してある。尚、ウォームギヤ１４５の上端軸部の上端には、
スクリュードライバを係合可能な操作部１４５ｄが形成され、主ケース部材１２１の上面
壁の開口から外界に臨んでいる。それ故、スクリュードライバによりウォームギヤ１４５
の回転位相を調整可能になっている。
【００７５】
　次に、アシスト機構１２６について説明する。
　このアシスト機構１２６は、駆動モータ１２３の負荷を軽減する為に揺動アーム部材１
２０を上方へ揺動する側へ付勢するものである。このアシスト機構１２６は、円筒部１４
０に複数巻き巻いた捩じりバネ１４６と、バネ保持部材１４７等を備えている。捩じりバ
ネ１４６は、主ケース部材１２１のバネ受部１４８に係止される一端側の静止側レバー部
１４６ａと、後端連結部１２０ｂに形成された係止部１４９に下側から係合した他端側の
可動側レバー部１４６ｂとを備えている。この捩じりバネ１４６は、可動側レバー部１４
６ｂにより係止部１４９を上方へ、つまり揺動アーム部材１２０を上方揺動側へ付勢する
アシスト力を発生するように構成されている。
【００７６】
　前記係止部１４９は副ケース部材１２２に形成した円弧穴１５０を貫通して円弧穴１５
０の右側へ突出している。バネ保持部材１４７は、捩じりバネ１４６が円筒部１４０から
脱落しないように、円筒部１４０の右端に当接され、その１対の固定部１４７ａを副ケー
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ス部材１２２に突設した１対のボス部１４０ａにビスで固定されている。
【００７７】
　次に、上限スイッチ１２７と下限スイッチ１２８について説明する。
　揺動アーム部材１２０の後端連結部１２０ｂの上端部には、揺動アーム部材１２０が上
限位置まで揺動した際に上限スイッチ１２７（例えばフォトインタラプタ）を作動させる
上限作動片１２７ａが一体形成され、後端連結部１２０ｂの下端近傍部には揺動アーム部
材１２０が下限位置まで揺動した際に下限スイッチ１２８（例えばフォトインタラプタ）
を作動させる下限作動片１２８ａが一体形成されている。上限スイッチ１２７と下限スイ
ッチ１２８は、サブ制御基板８０に検出信号を出力する。
【００７８】
　次に、第２案内機構１０５及び第２昇降駆動手段１０６について、図１４、図１８～図
２３に基づいて説明する。第２案内機構１０５は可動役物８を画像表示器７の画面７ａと
平行方向（画像表示器７が昇降する所定方向と平行な方向）へ昇降可能に案内するもので
あり、第２昇降駆動手段１０６は、可動役物８を画面７ａと平行方向へ昇降駆動するもの
である。
【００７９】
　第２案内機構１０５の大部分と第２昇降駆動手段１０６は、左右１対の第２案内駆動ユ
ニット１０５Ａ，１０５Ｂに組み込んで構成されている。左右１対の第２案内駆動ユニッ
ト１０５Ａ，１０５Ｂは、左右対称（図７のXIII－XIII線を含む鉛直面に対して左右対称
）のものであるので、左側の第２案内駆動ユニット１０５Ａについて説明し、右側の第２
案内駆動ユニット１０５Ｂの説明は省略する。
【００８０】
　第２案内駆動ユニット１０５Ａは、側面ベース部材１１１ａと、側面内側ベース部材１
１２ａと、案内機構１５０と、昇降駆動手段１５１と、上限スイッチ１５２及び下限スイ
ッチ１５３等を備えている。側面ベース部材１１１ａと側面内側ベース部材１１２ａとで
所定の左右幅を有し且つ側面視にてほぼ台形状の箱状体となっている。昇降駆動手段１５
１は、その駆動モータ１６４を除き、側面ベース部材１１１ａと側面内側ベース部材１１
２ａの内部に装備され、案内機構１５０は側面ベース部材１１１ａの左外側に装備されて
いる。
【００８１】
　側面ベース部材１１１ａの前端部には、前面ベース部材１１０の背面の係合凹部１１５
に緊密に係合する係合凸部１１４ａが形成され、この側面ベース部材１１１ａの少なくと
も上端部と下端部とが前面ベース部材１１０の背面にビスにて固定されている。側面内側
ベース部材１１２ａは側面ベース部材１１１ａに複数のビスにて固定されている。側面ベ
ース部材１１１ａは、駆動モータ１６４、上限スイッチ１５２、下限スイッチ１５３等の
左側外面を覆う透明な外面カバー部材（図示略）であって複数のビスで固定される外面カ
バーを備えている。
【００８２】
　案内機構１５０は、側面ベース部材１１１ａの外側に、鉛直面内において画像表示器７
の画面７ａと平行に配設された第２ガイドロッド１５４と、この第２ガイドロッド１５４
に沿って昇降可能に案内されるアーム部材１０１とを備えている。アーム部材１０１は、
後端部の被案内部１５５と、この被案内部１５５から前方へ延びるアーム本体部１５６と
、このアーム本体部１５６の前端から延びるＬ形連結部１５７とを備えている。
【００８３】
　第２ガイドロッド１５４の上端部は、側面ベース部材１１１ａの左側面の上端部に１対
のビス１５８ａで固定された支持片１５８で支持され、第２ガイドロッド１５４の下端部
は、側面ベース部材１１１ａの左側面の下端部に１対のビス１５９ａで固定された支持片
１５９で支持されている。
【００８４】
　アーム本体部１５６は被案内部１５５から前方下り緩傾斜状に延び、被案内部１５５と



(15) JP 2016-190151 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

アーム本体部１５６は画像表示器７の左端部の後方に配設され、Ｌ形連結部１５７はアー
ム本体部１５６の前端から画像表示器７の左端部より左方へ延びてから前方へ延び、Ｌ形
連結部１５７の前端が可動役物８の左端部の背面に固定されている。アーム部材１０１の
外面側には内部のリード線収容溝の外面を塞ぐ帯状部材１０１ａが設けられている。
【００８５】
　アーム部材１０１の被案内部１５５の右側面側には、分割部材１５５ｃが固定され、被
案内部１５５には分割部材１５５ｃを介して第２リニアガイド（ベアリング機構）（図示
略）付きの被案内孔１５５ａが形成され、第２ガイドロッド１５４はその被案内孔１５５
ａを摺動自在に挿通している。そのため、アーム部材１０１の被案内部１５５は第２ガイ
ドロッド１５４に沿って低摩擦で昇降可能に案内され、アーム部材１０１が鉛直面内で第
２ガイドロッド１５４に沿って画面７ａと平行方向に移動可能になっている。
【００８６】
  アーム部材１０１の被案内部１５５の上端と下端には１対の緩衝材１５５ｂが夫々付設
され、アーム部材１０１が上限位置に達した際に、上端の緩衝材１５５ｂが上側の支持片
１５８に当接して衝撃を緩和し、アーム部材１０１が下限位置に達した際に、下端の緩衝
材１５５ｂが下側の支持片１５５ｂに当接して衝撃を緩和する。側面ベース部材１１１ａ
の前部には、第２ガイドロッド１５４と平行なスリット状のガイド穴１６０が形成され、
側面内側ベース部材１１２ａにはガイド穴１６０の右側に平行に位置するガイド溝１６１
が形状されている。
【００８７】
　次に、昇降駆動手段１５１について説明する。
　昇降駆動手段１５１は可動役物８を支持するアーム部材１０１を第２ガイドロッド１５
４に沿って昇降駆動するものであり、昇降駆動手段１５１は、枢支軸１６２と、この枢支
軸１６２に支持されて枢支軸１６２を中心として揺動可能な揺動部材１６３と、駆動モー
タ１６４（ステッピングモータ）と、ギヤ機構１６５、アシスト機構１６６等を備えてい
る。
【００８８】
　ここで、図１８は側面ベース部材１１１ａを取り外した状態の第２案内駆動ユニット１
０５Ａの左側面図、図１９は第２案内駆動ユニット１０５Ａの分解斜視図、図２０は側面
ベース部材１１１ａを取り外した状態の第２案内駆動ユニット１０５Ａの左下方から視た
斜視図、図２１はアーム部材１０１を取り外した状態の第２案内駆動ユニット１０５Ａを
左前方から視た斜視図、図２２は側面内側ベース部材１１２ａと昇降駆動手段１５１を右
下方から視た斜視図、図２３は同第２案内駆動ユニット１０５Ａを右後方から視た斜視図
である。
【００８９】
　揺動部材１６３は、側面ベース部材１１１ａと側面内側ベース部材１１２ａの内部に枢
支軸１６２を中心として揺動可能に配設されている。枢支軸１６２は、側面ベース部材１
１１ａと側面内側ベース部材１１２ａの後部の上部に配設され、枢支軸１６２の左端部は
側面ベース部材１１１ａで支持され、枢支軸１６２の右端部分は側面内側ベース部材１１
２ａに突設された円筒部１７９に挿入されて支持されている。
【００９０】
　揺動部材１６３は、扇形に近い形状のセクター部１６７と、セクター部１６７の先端か
ら前方へ延びるアーム部１６９とを有する。セクター部１６７の先端部には左方へ突出状
の三日月形状部１６８が形成され、この三日月形状部１６８の径方向小径側には円弧状の
内歯ギヤ１６８ａが形成されている。
【００９１】
　アーム部１６９は、三日月形状部１６８の下端側部分から径方向外側へ第２ガイドロッ
ド１５４の方へ延びており、このアーム部１６９にはその長さ方向に細長い長穴１６９ａ
が形成されている。アーム部材１０１の被案内部１５５の分割部材１５５ｃには、金属製
のピン部材１７０の左端部を支持するボス部１７０ａと、ボス部１７０ａの上下両側に形
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成された１対の小径ボス部１７０ｂ（ボス部１７０ａよりも小径で且つボス部１７０ａよ
りも長い）とが形成され、ボス部１７０ａはガイド孔１６０に摺動自在に嵌入され、１対
の小径ボス部１７０ｂはガイド孔１６０に遊動自在に嵌入されている。
【００９２】
　ガイド孔１６０よりも右側に位置する長円部材１７１の中段部には、ピン部材１７０を
挿通させるピン穴１７１ａと、このピン穴１７１ａの両側に位置する１対のビス穴１７１
ｂが形成されている。長円部材１７１は、その右方から１対のビス穴１７１ｂに挿通させ
た１対のビス（図示略）を１対の小径ボス部１７０ｂに螺合することで分割部材１５５ｃ
に固定されている。
【００９３】
　ピン部材１７０はピン穴１７１ａに摺動自在に挿通させて、その左端部がボス部１７０
ａの軸穴に挿入され、ピン部材１７０はアーム部１６９の長穴１６９ａを貫通し、長穴１
６９ａの両側においてピン部材１７０には１対の鍔付きローラ１７２が回転自在に外嵌さ
れ、１対の鍔付きローラ１７２の１対の当接状のローラ部１７２ａが長穴１６９ａに摺動
自在に嵌入され、１対の鍔付きローラ１７２の鍔部１７２ｂは長穴１６９ａの両側でアー
ム部１６９の側面に当接し、ピン部材１７０の右端部に回転自在に外嵌された合成樹脂製
のローラ部材１７０ｃがガイド溝１６１に摺動自在に嵌入されている。
【００９４】
　駆動モータ１６４は側面ベース部材１１１ａの左側面に軸心を左右方向向きに付設され
ている。ギヤ機構１６５は、駆動モータ１６４の出力軸に固定されたピニオン１６４ａと
、このピニオン１６４ａと内歯ギヤ部１６８ａに噛合して駆動モータ１６４の回転駆動力
を内歯ギヤ部１６８ａに伝達するギヤ１７３とを備えている。ギヤ１７３のギヤ軸は側面
ベース部材１１１ａに片持ち状に支持されている。こうして、駆動モータ１６４によりピ
ニオン１６４ａとギヤ１７３を介して内歯ギヤ部１６８ａに回転駆動力を伝達し、揺動部
材１６３とそのアーム部１６９を揺動させることでピン部材１７０をガイド穴１６０とガ
イド溝１６１内で昇降させ、ピン部材１７０を介してアーム部材１０１を昇降駆動するこ
とができる。尚、上記の駆動モータ１６４はサブ制御基板８０に電気的に接続され、サブ
制御基板８０で制御される。
【００９５】
　次に、アシスト機構１６６について説明する。
　このアシスト機構１６６は、駆動モータ１６４の負荷を軽減する為に揺動部材１６３を
上方揺動側へ付勢するものである。アシスト機構１６６は、枢支軸１６２の右端部分を挿
入可能に側面内側ベース部材１１２ａの左側面に突出させた円筒部１７９に複数巻き巻い
た捩じりバネ１７４と、バネ保持部材１７５を備えている。
【００９６】
　この捩じりバネ１７４は、側面内側ベース部材１１２ａのバネ受部１７６に係止された
静止側レバー部１７４ａと、揺動部材１６３のセクター部１６７の右側面の下部に突設さ
れた係止部１７７に下側から係合した可動側レバー部１７４ｂとを備えている。側面内側
ベース部材１１２ａには、揺動部材１６３が揺動する際の上記係止部１７７の移動を許す
為の円弧形開口１７８が形成され、上記係止部１７７は円弧形開口１７８を貫通して側面
内側ベース部材１１２ａの右側へ突出している。それ故、上記のアシスト機構１６６によ
り、揺動部材１６３を上方揺動側へ付勢することにより、駆動モータ１６４の小型化を図
っている。
【００９７】
　次に、上限スイッチ１５２と下限スイッチ１５３について説明する。
　上限スイッチ１５２はアーム部材１０１が上限位置に達したことを検出するものであり
、下限スイッチ１５３はアーム部材１０１が下限位置に達したことを検出するものである
。アーム部材１０１の被案内部１５５には、上記のスイッチ作動用の作動片１５５ｅが設
けられ、側面内側ベース部材１１２ａの左側面には、アーム部材１０１が上限位置に達し
た時に作動片１５５ｅで作動させられる上限スイッチ１５２と、アーム部材１０１が下限
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位置に達した時に作動片１５５ｅで作動させられる下限スイッチ１５３とが設けられてい
る。
【００９８】
　これらスイッチ１５２，１５３は例えばフォトインタラプタからなるが、その他近接ス
イッチ又はその他のスイッチで構成してもよい。上限スイッチ１５２と下限スイッチ１５
３はサブ制御基板８０に検出信号を出力する。
　尚、側面ベース部材１１２ａの右側面には、互いに離隔した位置において、第１昇降駆
動ユニット１０４Ａの主ケース部材１２１の左側面に当接してそれを受け止めるボス状の
１対の受止部１８０が水平方向向きに突設されている。この１対の受止部１８０により、
第１昇降駆動ユニット１０４Ａ，１０４Ｂと第２案内駆動ユニット１０５Ａ，１０５Ｂの
一体性を高め、それらの振動を抑制することができる。
【００９９】
　次に、前記画像表示器役物ユニット１００を想到するに至った経緯について説明する。
　特開２０１４－８１２２号公報の遊技機においては、画像表示器の画面の鉛直面に対す
る傾斜方向と傾斜角を任意に変更可能に構成する関係上、画像表示器の前面側の近傍部位
に役物類を配置することが難しい。しかも、画像表示器の上下方向位置が一定であるため
、画像表示器の上下移動（昇降移動）を利用して演出効果を得ることはできない。また、
画像表示器を昇降させる場合に低摩擦で迅速に昇降可能にすることは難しい。
【０１００】
　次に、上記の画像表示器役物ユニット１００の作用、効果について説明する。
  画像表示器７の画面７ａを上方ほど前方に移行する前傾状に傾斜させたため画面が見易
くなる。しかも、画面の見易さを殆ど低下させることなく、画像表示器７の前側に可動役
物８を配置可能になる。また、画像表示器７の上下移動（昇降移動）可能にしたのでその
上下移動を利用して顕著な演出効果を得ることができる。そして、画像表示器７をその画
面７ａと平行に上下移動させるため、画面７ａの見易さが損なわれることもない。
【０１０１】
　しかも、画像表示器７の画面７ａの前側に配置した可動役物８を画像表示器７の画面７
ａと平行方向へ上下移動（昇降移動）可能にしたため、可動役物８が上下移動する際に画
像表示器７と可動役物８との干渉が生じることがなく、また、可動役物８の上下移動を利
用して演出効果を得ることができる。
【０１０２】
　画像表示器７を昇降可能に案内する第１案内機構１０３は、第１リニアガイド１１８ｅ
を備えているため、画像表示器７を低摩擦で昇降可能になり、駆動モータ１２３の小型化
を図ることもできる。第１案内機構１０３に、画像表示器７の背面ケース７ｂに当接する
左右１対の遊転ローラ１１３ａ，１１３ｂを設けたため、１つの第１案内機構支持部１０
３ａと１本のガイドロッド１１７の数を１組だけ設ければよくなり、第１案内機構１０３
の構造が簡単になった。
【０１０３】
　画像表示器７を昇降駆動する第１昇降駆動手段１０４を左右１対の第１昇降駆動ユニッ
ト１０４Ａ，１０４Ｂで構成し、第１昇降駆動ユニット１０４Ａ，１０４Ｂの各々を主ケ
ース部材１２１と副ケース部材１２２とに組み付けたユニットに構成したため、第１昇降
駆動ユニット１０４Ａ，１０４Ｂの画像表示器役物ユニット１００への組み付け性を高め
、製作費の低減を図ることができる。尚、別機種の遊技機の可動役物の駆動等に適用する
ことも可能で汎用性に優れた役物駆動ユニットとして利用可能である。
【０１０４】
　また、第１昇降駆動ユニット１０４Ａ，１０４Ｂにセルフロック機能のあるウォームギ
ヤ機構１２５を組み込んでいるため、画像表示器７の停止位置が安定する。第１昇降駆動
ユニット１０４Ａ，１０４Ｂにアシスト機構１２６を設けたため、駆動モータ１２３を著
しく小型化することができる。
【０１０５】



(18) JP 2016-190151 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

　可動役物８を昇降可能に案内する第２案内機構１０５は、可動役物８を支持する左右１
対のアーム部材１０１に装備された左右１対の第２リニアガイドを左右１対の第２ガイド
ロッド１５４で案内するように構成してあるため、可動役物８を低摩擦で迅速に昇降可能
になり、駆動モータ１６４の小型化を図ることができる。
【０１０６】
　第２案内機構１０５の大部分（左右１対のアーム部材１０１を除いた大部分）と第２昇
降駆動手段１０６を、左右１対の第２案内駆動ユニット１０５Ａ，１０５Ｂで構成し、第
２案内駆動ユニット１０５Ａ，１０５Ｂの各々を側面ベース部材１１１ａ，１１１ｂと、
側面内側ベース部材１１２ａ，１１２ｂとに組み付けたユニットに構成したため、第２案
内駆動ユニット１０５Ａ，１０５Ｂの画像表示器役物ユニット１００への組み付け性を高
め、製作費の低減を図ることができる。尚、別機種の遊技機の可動役物の案内駆動等に適
用することも可能で汎用性に優れた役物案内駆動ユニットとして利用可能である。
【０１０７】
　第２案内駆動ユニット１０５Ａ，１０５Ｂにもアシスト機構１６６を設けるため、駆動
モータ１６４を著しく小型化することができる。第２案内駆動ユニット１０５Ａ，１０５
Ｂのギヤ機構１６５は、揺動部材１６３の三日月形状部１６８に形成した内歯ギヤ部１６
８ａと、この内歯ギヤ部１６８ａに噛合したギヤ１７３を有するため、ギヤ機構１６５を
コンパクトに形成することができる。
【０１０８】
　次に、前記実施例を部分的に変更する例について説明する。
　１）第１案内機構１０３に左右に離隔して配置した２組の第１案内機構支持部１０３ａ
と第１ガイドロッド１１７とを設け、遊転ローラ１１３ａ，１１３ｂを省略してもよい。
　２）第１昇降駆動ユニット１０４Ａ，１０４ｂは、揺動アーム部材１２０で駆動する代
わりに、ラック・ピニオン機構により画像表示器７を昇降駆動するように構成することも
可能である。
　３）その他当業者ならば、本発明の趣旨を逸脱することなく、前記実施例を部分的な変
更を付加した形態で実施可能である。
【０１０９】
◇［演出役物装置］
　演出役物装置２００について説明する。
　演出役物装置２００は、前記（図４、図１８～図２０等参照）のように、可動バー役物
８（可動役物８）と、可動バー役物８を鉛直方向に対して上方ほど前方へ移行するように
少し（１０～２０度程度）傾く傾斜方向へ移動自在に案内する案内機構１０５（第２案内
機構１０５）と、可動バー役物８を支持して下待機位置（第１位置）と上作動位置（第２
位置）とにわたって前記案内機構１０５による案内方向（前記傾斜方向）へ昇降移動させ
る第１駆動手段１０６（第２昇降駆動手段１０６）とを備えている。
【０１１０】
　尚、以下の演出役物装置２００の説明では、前記傾斜方向を上下方向とし、水平方向に
対して前方ほど下方へ移行するように少し（１０～２０度程度）傾く（前記傾斜方向と直
交する）傾斜方向を前後方向とする。
【０１１１】
　図２４～図５４に示すように、可動バー役物８は、可動役物部材２０１（可動ベース部
材２０１）を有し、この可動役物部材２０１に、中央電飾器２０２、左電飾器２０３、右
電飾器２０４、第１，第２左固定導光板２０５，２０６（第１導光板２０５，２０６）、
及び右固定導光板２０７（第１導光板２０７）が固定的に設けられ、左右１対の上側の第
１可動導光板２０８（第１可動役物２０８／第２導光板２０８）、及び左右１対の下側の
第２可動導光板２０９（第２可動役物２０９／第２導光板２０９）が上下方向へ可動（つ
まり、第１，第２左固定導光板２０５，２０６、及び右固定導光板２０７に対して相対移
動可能）に設けられている。
【０１１２】
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　可動役物部材２０１には、中央電飾器２０２の複数のＬＥＤ２１１ａ、左電飾器２０３
の複数のＬＥＤ２１２ａ，２１２ｂ，２１２ｃ，２１２ｄ、右電飾器２０４の複数のＬＥ
Ｄ２１３ａ，２１３ｂ，２１３ｃ、１対の第１可動導光板２０８に用いる複数のＬＥＤ２
１４ａ，２１４ｂ、及び１対の第２可動導光板２０９に用いる複数のＬＥＤ２１５ａ，２
１５ｂを実装してなる第１ＬＥＤ基板２１０が取付けられ、また、第１，第２左固定導光
板２０５，２０６に用いる複数のＬＥＤ２１６ａ，２１６ｂを実装してなる第２ＬＥＤ基
板２１６と、右固定導光板２０７に用いる複数のＬＥＤ２１７ａを実装してなる第３ＬＥ
Ｄ基板２１７が取付けられている。尚、各ＬＥＤはカラー発光可能なものである。
【０１１３】
　更に、可動役物部材２０１には、可動役物部材２０１（つまり固定導光板２０５，２０
６，２０７）に対して１対の第１可動導光板２０８を一体的に第１退避位置（図４６）と
第１進出位置（図４７）とにわたって上下方向へ進退移動（昇降）させ、１対の第２可動
導光板２０９を一体的に第２退避位置（図４７）と第２進出位置（図４８）とにわたって
上下方向へ進退移動（昇降）させる第２駆動手段２１８が設けられている。
【０１１４】
　このように、可動役物部材２０１に装備された中央，左，右電飾器２０２，２０３，２
０４、第１，第２左固定導光板２０５，２０６、右固定導光板２０７、１対の第１可動導
光板２０８、１対の第２導光板２０９、第１，第２，第３ＬＥＤ基板２１０，２１６，２
１７、及び第２駆動手段２１８が、第１駆動手段１０６によって可動役物部材２０１と一
体的に下待機位置と上作動位置とにわたって上下方向へ移動駆動される。
【０１１５】
　次に、可動役物部材２０１、中央，左，右電飾器２０２，２０３，２０４、第１，第２
左固定導光板２０５，２０６、右固定導光板２０７、１対の第１可動導光板２０８、１対
の第２可動導光板２０９、第２駆動手段２１８について詳しく説明する。
【０１１６】
「可動役物部材」
　図２４～図３２、図４１～図４８に示すように、可動役物部材２０１は、正面視にて左
右方向に長い略矩形状に形成され、前記（図４、図１８～図２０等参照）のように、可動
役物部材２０１の左右両端部に、そこから後方へ延びる左右１対のアーム部材１０１が固
定され、これらアーム部材１０１の後部が、案内機構１０５と第１駆動手段１０６により
案内支持されて移動駆動される。
【０１１７】
　可動役物部材２０１は、正面視にて略同形状（左右方向に長い略矩形状）の第１，第２
可動ベース２２０，２２１、及びベースカバー２２２を有し、第１可動ベース２２０の後
側に第２可動ベース２２１が取付けられ、第２可動ベース２２１の後側にベースカバー２
２２が取付けられている。
【０１１８】
　第１可動ベース２２０に、中央，左，右電飾器２０２，２０３，２０４、第１，第２左
固定導光板２０５，２０６、右固定導光板２０７、及び第１，第２，第３ＬＥＤ基板２１
０，２１６，２１７が装着され、第２可動ベース２２１に、１対の第１可動導光板２０８
、１対の第２可動導光板２０９、及び第２駆動手段２１８が装着され、ベースカバー２２
２により、第２駆動手段２１８がカバーされている。
【０１１９】
　第１ＬＥＤ基板２１０は、正面視にて第１可動ベース２２０よりも少しだけ小さな矩形
状に形成されて、前後方向に向く略鉛直姿勢で配置され、この第１ＬＥＤ基板２１０の前
側に中央，左，右電飾器２０２，２０３，２０４が配置されている。左電飾器２０３の前
側に第１，第２左固定導光板２０５，２０６が配置され、第１，第２左固定導光板２０５
，２０６の下側に左右方向に長い帯板状の第２ＬＥＤ基板２１６が略水平姿勢で配置され
ている。右電飾器２０４の前側に右固定導光板２０７が配置され、右固定導光板２０７の
下側に左右方向に長い帯板状の第３ＬＥＤ基板２１７が略水平姿勢で配置されている。
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【０１２０】
　第１ＬＥＤ基板２１０の後側において、第１，第２可動ベース２２０，２２１の上部間
に形成された左右１対の第１収容空間２０１ａに、１対の第１可動導光板２０８が夫々上
下方向へ移動自在に収容され、第１，第２可動ベース２２０，２２１の下部間に形成され
た左右１対の第２収容空間２０１ｂに、１対の第２可動導光板２０９が夫々上下方向へ移
動自在に収容され、１対の第１可動導光板２０８、及び１対の第２可動導光板２０９の後
側に第２駆動手段２１８が配設されている。
【０１２１】
「中央電飾器」
　図２４、図２８、図３０、図３１、図３３～図３５に示すように、中央電飾器２０２は
、比較的強力に発光することが可能なものであり、第１ＬＥＤ基板２１０の中央部前面に
実装された５個のＬＥＤ２１１ａと、第１ＬＥＤ基板２１０の中央部前側に配置された中
央レンズ部材２２５と、中央レンズ部材２２５の前側に配置された光透過部を有する中央
電飾部材２２６とを有する。
【０１２２】
　５個のＬＥＤ２１１ａは、全て前方へ発光可能に設けられ、上下方向に間隔を空けて一
列状に配列されている。中央レンズ部材２２５には、５個のＬＥＤ２１１ａに夫々対応す
る５つのレンズ部２２５ａが設けられ、各レンズ部２２５ａは、その中央部分に設けられ
た前方凸の凸レンズ部２２５ｂと、凸レンズ部２２５ｂの周囲に後方へ凹むように設けら
れた皿状レンズ部２２５ｃとを有する。
【０１２３】
「左電飾器」
　図３０、図３１、図３３、図３４、図３６に示すように、左電飾器２０３は、縦縞模様
（左）と稲妻模様を可変に発光させ表示させることが可能なものであり、第１ＬＥＤ基板
２１０の左部前面に実装された縦縞模様（左）用の１０個のＬＥＤ２１２ａ、及び稲妻模
様用の１１個のＬＥＤ２１２ｂ，２１２ｃ，２１２ｄと、第１ＬＥＤ基板２１０の左部前
側に前後方向に向く略鉛直姿勢で配置された左導光板２３０と、左導光板２３０の前側に
同じく前後方向に向く略鉛直姿勢で配置された左発光表示板２３１とを有する。
【０１２４】
　縦縞模様（左）用の１０個のＬＥＤ２１２ａは、全て前方へ発光可能に設けられ、左右
方向に７パートに分けて、右側（中央電飾器２０２側）から左側へ１番目，２番目・・・
，７番目となるように配列され、１～３番目の各々のＬＥＤ２１２ａの数は上下２個であ
り、４～７番目の各々のＬＥＤ２１２ａの数は１個である。左導光板２３０には、縦縞模
様（左）用の３～７番目のＬＥＤ２１２ａに夫々対応する５つの上下方向に細長いスリッ
ト２３０ａが前後貫通状に形成されている。
【０１２５】
　縦縞模様（左）用の３～７番目のＬＥＤ２１２ａは、５つのスリット２３０ａに夫々収
容され、これらＬＥＤ２１２ａからの光を、殆ど左導光板２３０に導入させないで、前方
へ向かわせることができる。また、縦縞模様（左）用の１，２番目のＬＥＤ２１２ａは、
左導光板２３０の右側に位置し、これらＬＥＤ２１２ａからの光も、殆ど左導光板２３０
に導入させないで、前方へ向かわせることができる。
【０１２６】
　稲妻模様用の上側１個のＬＥＤ２１２ｂは、下方へ発光可能に設けられ、稲妻模様用の
上側４個のＬＥＤ２１２ｃは、全て斜め下方へ発光可能に設けられ、これらＬＥＤ２１２
ｂ，２１２ｃは、左導光板２３０の上端近傍において、左右方向に間隔を空けて一列状に
配列されている。稲妻模様用の下側６個のＬＥＤ２１２ｄは、全て斜め上方へ発光可能に
設けられ、左導光板２３０の下端近傍において、左右方向に間隔を空けて一列状に配列さ
れている。左導光板２３０には、稲妻模様用の９個のＬＥＤ２１２ｂ，２１２ｃ，２１２
ｄに夫々対応する９つの光導入穴２３０ｂ，２３０ｃ，２３０ｄが前後貫通状に形成され
ている。
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【０１２７】
　稲妻模様用の９個のＬＥＤ２１２ｂ，２１２ｃ，２１２ｄは、９つの光導入穴２３０ｂ
，２３０ｃ，２３０ｄに夫々収容され、これらＬＥＤ２１２ｂ，２１２ｃ，２１２ｄから
の光を、左導光板２３０にその光導入穴２３０ｂ，２３０ｃ，２３０ｄに臨む面から導入
させることができる。また、稲妻模様用の下側且つ右側の２個のＬＥＤ２１２ｄは、左導
光板２３０の右側に位置し、これらＬＥＤ２１２ｄからの光も、左導光板２３０にその右
端面から導入させることができる。
【０１２８】
　左導光板２３０には５つのスリット２３０ａが形成されているが、稲妻模様用の１１個
のＬＥＤ２１２ｂ，２１２ｃ，２１２ｄの図示配置により、これらＬＥＤ２１２ｂ，２１
２ｃ，２１２ｄからの光を左導光板２３０内の略全域に行き届かせることができ、この左
導光板２３０は、稲妻模様を発光表示させる為のバックライトとして機能する。
【０１２９】
　左発光表示板２３１には、その右端部に縦縞模様（左）用の１番目のＬＥＤ２１２ａに
対応する縦発光部２３１ａが設けられ、縦縞模様（左）用の２～７番目のＬＥＤ２１２ａ
に夫々対応する上下方向に細長い６つの縦発光溝部２３１ｂが形成されている。各縦発光
溝部２３１ｂは、その後端部分に形成されたレンズ部によって、ＬＥＤ２１２ａから受け
た光を上下方向に伸ばして前方へ発光させる。
【０１３０】
　また、左発光表示板２３１の前面部には、ジグザグ部分を含む稲妻発光溝部２３１ｃが
形成されている。左発光表示板２３１において、主に縦発光部２３１ａ、縦発光溝部２３
１ｂ、及び稲妻発光溝部２３１ｃを形成している部分が光透過領域となり、それ以外の前
面に光遮蔽領域となる黒色のマスク層が形成されている。
【０１３１】
　縦縞模様（左）用の１０個全てのＬＥＤ２１２ａを一斉に点灯させると、縦縞模様（左
）全体を発光表示させ、縦縞模様（左）用の１０個のＬＥＤ２１２ａを、１番目→２番目
・・・→７番目（又は７番目→６番目・・・→１番目）の順番で点灯→消灯させ、それら
の切換えを比較的短時間で行うと、光が右側から左側（又は左側から右側）へ走るように
、縦縞模様（左）を可変に発光表示させることができる。
【０１３２】
　稲妻模様用の１１個全てのＬＥＤ２１２ｂ，２１２ｃ，２１２ｄを一斉に点灯させると
、稲妻模様全体を発光表示させ、稲妻模様用の１１個のＬＥＤ２１２ｂ，２１２ｃ，２１
２ｄを、右側から左側（又は左側から右側）へ並ぶ順番で点灯→消灯させ、それらの切換
えを比較的短時間で行うと、光が右側から左側（又は左側から右側）へ流れるように、稲
妻模様を可変に発光表示させることができる。
【０１３３】
　尚、図３４に示すように、左発光表示板２３１の最も右側の２３１ｂの縦発光溝部２３
１の右側部分には、稲妻模様に続く稲妻補助模様を形取る多数の微小孔２３１ｆが密集状
に形成されており、そこに、左発光表示板２３１の最も右側の２３１ｂの縦発光溝部２３
１を介して光が側方から導入されると、多数の微小孔２３１ｆによって稲妻補助模様を発
光表示させることができる。
【０１３４】
「右電飾器」
　図３０、図３１、図３３、図３４、図３７に示すように、右電飾器２０４は、縦縞模様
（右）と稲妻エフェクトを可変に発光させ表示させることが可能なものであり、更に、最
大で４桁の数字を可変に発光させ表示させることが可能な４つの７セグメント表示器２３
５（以下、「７セグメント」を「７セグ」という）を備えている。
【０１３５】
　右電飾器２０４は、第１ＬＥＤ基板２１０の右部前面に実装された縦縞模様（右）用の
１０個のＬＥＤ２１３ａ、稲妻エフェクト用の２個のＬＥＤ２１３ｂ、及び４つの７セグ
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表示器２３５の４組（１組が７個）の合計２８個のＬＥＤ２１３ｃと、第１ＬＥＤ基板２
１０の右部前側に前後方向に向く略鉛直姿勢で配置された右導光板２３６、及びその右導
光板２３６の右側に位置する７セグレンズ部材２３７と、右導光板及２３６及び７セグレ
ンズ部材２３７の前側に前後方向に向く略鉛直姿勢で配置された右発光表示板２３８とを
有する。
【０１３６】
　縦縞模様（右）用の１０個のＬＥＤ２１３ａは、全て前方へ発光可能に設けられ、左右
方向に７パートに分けて、左側（中央電飾器２０２側）から右側へ１番目，２番目・・・
，７番目となるように配列され、１～３番目の各々のＬＥＤ２１３ａの数は上下２個であ
り、４～７番目の各々のＬＥＤ２１３ａの数は１個である。右導光板２３６には、縦縞模
様（右）用の２番目のＬＥＤ２１３ａに対応する１つの上下方向に細長いスリット２３６
ａが前後貫通状に形成され、７セグレンズ部材２３７には、４～６番目のＬＥＤ２１３ａ
に夫々対応する３つの上下方向に細長いスリット２３７ａが前後貫通状に形成されている
。
【０１３７】
　縦縞模様（右）用の２，４～６番目のＬＥＤ２１３ａは４つのスリット２３６ａ，２３
７ａに夫々収容され、これらＬＥＤ２１３ａからの光を、殆ど右導光板２３６や７セグレ
ンズ部材２３７に導入させないで、前方へ向かわせることができる。また、縦縞模様（右
）用の１番目のＬＥＤ２１３ａは右導光板２３６の左側に位置し、縦縞模様（右）用の３
番目のＬＥＤ２１３ａは右導光板２３６と７セグレンズ部材２３７の間に位置し、縦縞模
様（右）用の７番目のＬＥＤ２１３ａは７セグレンズ部材２３７の右側に位置し、これら
ＬＥＤ２１３ａからの光も、殆ど右導光板２３６や７セグレンズ部材２３７に導入させな
いで、前方へ向かわせることができる。
【０１３８】
　稲妻エフェクト用の２個のＬＥＤ２１３ｂは、全て上方へ発光可能に設けられ、右導光
板２３６の下端近傍において、左右方向に間隔を空けて配列されている。右導光板２３６
には、稲妻エフェクト用の２個のＬＥＤ２１３ｂに夫々対応する２つの光導入穴２３６ｂ
が前後貫通状に形成されている。稲妻エフェクト用の２個のＬＥＤ２１３ｂは、２つの光
導入穴２３６ｂに夫々収容され、これらＬＥＤ２１３ｂからの光を、右導光板２３６にそ
の光導入穴２３６ｂに臨む面から導入させることができる。この右導光板２３６は、稲妻
エフェクトを発光表示させる為のバックライトとして機能する。
【０１３９】
　右発光表示板２３８には、その左端部に縦縞模様（右）用の１番目のＬＥＤ２１３ａに
対応する縦発光部２３８ａが設けられ、縦縞模様（右）用の２～７番目のＬＥＤ２１３ａ
に夫々対応する上下方向に細長い６つの縦発光溝部２３８ｂが形成されている。各縦発光
溝部２３８ｂは、その後端部に形成されたレンズ部によって、ＬＥＤ２１３ａから受ける
光を上下方向に伸ばして前方へ発光させる。右発光表示板２３８には、縦発光部２３８ａ
と左端の縦発光溝部２３８ａとの間に、稲妻エフェクト用の発光板部２３８ｃが設けられ
、左端の縦発光溝部２３８ｂとその右側の縦発光溝部２３８ｂとの間に、稲妻エフェクト
用の発光開口部２３８ｄが形成されている。
【０１４０】
　縦縞模様（右）用の１０個全てのＬＥＤ２１３ａを一斉に点灯させると、縦縞模様（右
）全体を発光表示させ、縦縞模様（右）用の１０個のＬＥＤ２１３ａを、１番目→２番目
・・・→７番目（又は７番目→６番目・・・→１番目）の順番で点灯→消灯させ、それら
の切換えを比較的短時間で行うと、光が左側から右側（又は右側から左側）へ走るように
、縦縞模様（右）を可変に発光表示させることができる。
【０１４１】
　稲妻エフェクト用の２個全てのＬＥＤ２１３ｂを一斉に点灯させると、稲妻エフェクト
を発光表示させ、稲妻エフェクト用の２個のＬＥＤ２１３ｂを、左側から右側（又は右側
から左側）へ並ぶ順番で点灯→消灯させ、それらの切換えを比較的短時間で行うと、光が
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左側から右側（又は右側から左側）へ流れるように、稲妻エフェクトを可変に発光表示さ
せることができる。
【０１４２】
　４つの７セグ表示器２３５は、前記４組（１組が７個）の合計２８個のＬＥＤ２１３ｃ
と、７セグレンズ部材２３７に形成された４組（１組が７個）の合計２８個の７セグレン
ズ部２３７ｂと、右発光表示板２３８に形成された４組（１組が７個）の合計２８個の７
セグ発光溝部２３８ｅとを有する。尚、７セグレンズ部材２３７において、縦縞模様（右
）用の４～６番目のＬＥＤ２１３ａからの光を前方へ向かわせるために、隣合う２組の７
セグレンズ部２３７ｂの間に１つのスリット２３７ａが形成され、また、右発光表示板２
３８において、各組の７セグ発光溝部２３８ｅの左右両側に２つの縦発光溝部２３８ｂが
形成されている。
【０１４３】
　各７セグ表示器２３５においては、１組７個のＬＥＤ２１３ｃうちの幾つかのＬＥＤ２
１３ｃからの光が、その前側の７セグレンズ部２３７ｂによってセグメント毎に拡散透過
され、その前側の７セグ発光溝部２３８ｂに照射される。その７セグ発光溝部２３８ｂは
、７セグレンズ部２３７ｂから照射されて受ける光をセグメント毎に上下方向又は左右方
向に伸ばして前方へ発光させる。
【０１４４】
　以上のように構成された４つの７セグ表示器２３５によって、最大で４桁の任意の数字
を発光表示させることができるが、数字以外に、例えば、左側から右側（又は右側から左
側）へ動く波動等、種々の形態の表示を行わせることもできる。
【０１４５】
　尚、右発光表示板２３８において、主に縦発光部２３８ａ、縦発光溝部２３８ｂ、発光
板部２３８ｃ、発光開口部２３８ｄ、７セグ発光溝部２３８ｅを形成している部分が光透
過領域となり、それ以外の前面に光遮蔽領域となる黒色のマスク層が形成されている。
【０１４６】
「第１，第２左固定導光板（第１の導光板）」
　図２４、図２５、図２８、図３３、図３４、図３８、図３９に示すように、第１，第２
左固定導光板２０５，２０６は、夫々が前後方向に向く略鉛直姿勢で、且つ前後に積層さ
れた状態で、左電飾器２０３の前側に配置されている。
【０１４７】
　第１左固定導光板２０５は、その第１左固定導光板２０５上に、図３８に示す文字模様
（第１模様）である「ＰＳＹＣＨＯ」を９個のＬＥＤ２１６ａ（第１光源２１６ａ）によ
り発光させ表示させることが可能なものであり、これら９個のＬＥＤ２１６ａは、第２Ｌ
ＥＤ基板２１６の上面に実装され、全て上方へ発光可能に設けられ、左右方向に間隔を空
けて一列状に配列されている。
【０１４８】
　第１左固定導光板２０５には、文字模様；「ＰＳＹＣＨＯ」を形成するレンズカットが
施され、９個のＬＥＤ２１６ａが消灯された状態では、第１左固定導光板２０５は、単に
光を前後に透過可能な透明板となるが、９個のＬＥＤ２１６ａが点灯されると、それら９
個のＬＥＤ２１６ａからの光が第１左固定導光板２０５にその下端面から導入され、その
光によって文字模様；「ＰＳＹＣＨＯ」が発光表示される。
【０１４９】
　第２左固定導光板２０６は、その第２左固定導光板２０６上に、図３９に示す文字模様
（第１模様）である「犯罪係数」を９個のＬＥＤ２１６ｂ（第１光源２１６ｂ）により発
光させ表示させることが可能なものであり、これら９個のＬＥＤ２１６ｂは、第２ＬＥＤ
基板２１６の上面に９個のＬＥＤ２１６ａの後側において実装され、全て上方へ発光可能
に設けられ、左右方向に間隔を空けて一列状に配列されている。
【０１５０】
　第２左固定導光板２０６には、文字模様；「犯罪係数」を形成するレンズカットが施さ
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れ、９個のＬＥＤ２１６ｂが消灯された状態では、第２左固定導光板２０６は、単に光を
前後に透過可能な透明板となるが、９個のＬＥＤ２１６ｂが点灯されると、それら９個の
ＬＥＤ２１６ｂからの光が第２左固定導光板２０６にその下端面から導入され、その光に
よって文字模様；「犯罪係数」が発光表示される。
【０１５１】
　左電飾器２０３により縦縞模様（左）と稲妻模様が発光表示されていない状態で、第１
，第２左固定導光板２０５，２０６の文字模様；「ＰＳＹＣＨＯ」「犯罪係数」を択一的
に発光させて鮮明に表示させることができ、第１，第２左固定導光板２０５，２０６の文
字模様；「ＰＳＹＣＨＯ」「犯罪係数」が発光表示されていない状態で、左電飾器２０３
により縦縞模様（左）や稲妻模様を発光させて鮮明に表示させることができる。
【０１５２】
　ここで、第１左固定導光板２０５の下端面には９つの凹部２０５ａが形成され、これら
９つの凹部２０５ａに９個のＬＥＤ２１６ａが夫々近接状に臨むように配置され、また、
第２左固定導光板２０６の下端面には９つの凹部２０６ａが形成され、これら９つの凹部
２０６ａに９個のＬＥＤ２１６ｂが夫々近接状に臨むように配置されている。
【０１５３】
　つまり、これら凹部２０５ａ，２０６ａによって、第１，第２左固定導光板２０５，２
０６に対して第２ＬＥＤ基板２１６を接近させた位置に配置することが可能になり、また
、第１左固定導光板２０５に９個のＬＥＤ２１６ａからの光を効率良く導入して文字模様
；「ＰＳＹＣＨＯ」へ分散させ導くこと、即ち文字模様；「ＰＳＹＣＨＯ」の発光輝度を
高めることが可能になり、第２左固定導光板２０６に９個のＬＥＤ２１６ｂからの光を効
率良く導入して文字模様；「犯罪係数」へ分散させ導くこと、即ち文字模様；「犯罪係数
」の発光輝度を高めることが可能になる。
【０１５４】
「右固定導光板（第１の導光板）」
　図２４、図２５、図２８、図３３、図３４、図４０に示すように、右固定導光板２０７
は、前後方向に向く略鉛直姿勢で、右電飾器の前側に配置されている。右固定導光板２０
７は、その右固定導光板２０７上に、図４０に示す文字模様（第１模様）である「－ＰＡ
ＳＳ」を９個のＬＥＤ２１７ａ（第１光源２１７ａ）により発光させ表示させることが可
能なものであり、これら９個のＬＥＤ２１７ａは、第３ＬＥＤ基板２１７の上面に実装さ
れ、全て上方へ発光可能に設けられ、左右方向に間隔を空けて一列状に配列されている。
【０１５５】
　右固定導光板２０７には、文字模様；「－ＰＡＳＳ」を形成するレンズカットが施され
、９個のＬＥＤ２１７ａが消灯された状態では、右固定導光板２０７は、単に光を前後に
透過可能な透明板となるが、９個のＬＥＤ２１７ａが点灯されると、それら９個のＬＥＤ
２１７ａからの光が右固定導光板２０７にその下端面から導入され、その光によって文字
模様；「－ＰＡＳＳ」が発光表示される。
【０１５６】
　右電飾器２０４により縦縞模様（右）と稲妻エフェクト、及び４つの７セグ表示器２３
５が発光表示されていない状態で、右固定導光板２０７の文字模様；「－ＰＡＳＳ」を発
光させて鮮明に表示させることができ、右固定導光板２０７の文字模様；「－ＰＡＳＳ」
が発光表示されていない状態で、右電飾器２０４により縦縞模様（右）と稲妻エフェクト
を、また７セグ表示器２３５を発光させて鮮明に発光させることができる。
【０１５７】
　ここで、右固定導光板２０７の下端面には９つの凹部２０７ａが形成され、これら９つ
の凹部２０７ａに９個のＬＥＤ２１７ａが夫々近接状に臨むように配置されている。つま
り、これら凹部２０７ａによって、右固定導光板２０７に対して第３ＬＥＤ基板２１７を
接近させた位置に配置することが可能になり、また、右固定導光板２０７に９個のＬＥＤ
２１７ａからの光を効率良く導入して文字模様；「－ＰＡＳＳ」へ分散させ導くこと、即
ち文字模様；「－ＰＡＳＳ」の発光輝度を高めることが可能になる。
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【０１５８】
「１対の第１可動導光板」
　図２４、図２５、図２７～図３２、図４１～図５１に示すように、１対の第１可動導光
板２０８は、前後方向に向く略鉛直姿勢で左右対称に形成され且つ配置され、前記のよう
に、第２駆動手段２１８により、一体的に第１退避位置（図４６）と第１進出位置（図４
７）とにわたって上下方向へ移動駆動されるとともに、夫々の第１可動導光板２０８上に
文字模様（第２模様）である「ＷＡＲＮＩＮＧ」を２０個のＬＥＤ２１４ａ，２１４ｂ（
第２光源２１４ａ，２１４ｂ）により発光させ表示させることが可能なものである。
【０１５９】
　１対の第１可動導光板２０８は、第１退避位置にあるときに、それらの大部分が可動役
物部材２０１の１対の第１収容空間２０１ａに収容され、つまり可動役物部材２０１に隠
れた状態になり、左側の第１可動導光板２０８と第１，第２左固定導光板２０５，２０６
が、また、右側の第１可動導光板２０８と右固定導光板２０７が、夫々第１ＬＥＤ基板１
１０を挟んで前後に位置する状態になる。１対の第１可動導光板２０８は、第１進出位置
にあるときに、その大部分が可動役物部材２０１の１対の第１収容空間２０１ａから上方
へ突出し、つまり可動役物部材２０１から現れた状態になる。
【０１６０】
　可動役物部材２０１には、第１ＬＥＤ基板２１０が取付けられ、つまり第１ＬＥＤ基板
２１０に実装された２０個のＬＥＤ２１４ａ，２１４ｂが全て固定的に且つ後方へ発光可
能に設けられ、１対の第１可動導光板２０８は第１ＬＥＤ基板２１０よりも後方に配置さ
れて、第２駆動手段２１８により上下方向へ移動駆動されるが、その第２駆動手段２１８
により移動駆動される１対の第１可動導光板２０８の文字模様；「ＷＡＲＮＩＮＧ」を発
光可能に、１対の第１可動導光板２０８に２０個のＬＥＤ２１４ａ，２１４ｂからの光を
導入する第１光導入構造２４０が設けられている。
【０１６１】
　第１光導入構造２４０は、各第１可動導光板２０８に対して５個のＬＥＤ２１４ａ、及
び５個のＬＥＤ２１４ｂを設け、図４９～図５１に示すように、各第１可動導光板２０８
の下端部に、上方ほど後方へ移行するように上下方向から４５度傾斜した傾斜面２０８ａ
を形成し、第１可動導光板２０８が第１退避位置にあるときには５個のＬＥＤ２１４ａか
らの光を、また、第１進出位置にあるときには５個のＬＥＤ２１４ｂからの光を、夫々各
第１可動導光板２０８に導入して、文字模様；「ＷＡＲＮＩＮＧ」を発光可能に構成され
ている。
【０１６２】
　つまり、５個のＬＥＤ２１４ａ、及び５個のＬＥＤ２１４ｂは、夫々上下方向の位置を
異ならせて、左右方向に間隔を空けて一列状に配列され、図５１（１）に示すように、第
１可動導光板２０８が第１退避位置にあるときには、５個のＬＥＤ２１４ａから後方へ向
かう光が、また、図５１（２）に示すように、第１可動導光板２０８が第１進出位置にあ
るときには、５個のＬＥＤ２１４ｂから後方へ向かう光が、夫々各第１可動導光板２０８
にその下端部分の前面から垂直に入射されて、傾斜面２０８ａにより上方（つまり、文字
模様；「ＷＡＲＮＩＮＧ」へ向かう方向）へ反射される。
【０１６３】
「１対の第２可動導光板」
　図２４、図２６、図２７、図４１、図４４～図４８、図５２～図５４に示すように、１
対の第２可動導光板２０９は、前後方向に向く略鉛直姿勢で左右対称に形成され且つ配置
され、また１対の第１可動導光板２０８と上下対称に形成され且つ配置され、前記のよう
に、第２駆動手段２１８により、一体的に第２退避位置（図４７）と第２進出位置（図４
８）とにわたって上下方向へ移動駆動されるとともに、夫々の第２可動導光板２０９上に
文字模様（第２模様）である「ＷＡＲＮＩＮＧ」を１８個のＬＥＤ２１５ａ，２１５ｂ（
第２光源２１５ａ，２１５ｂ）により発光させ表示させることが可能なものである。
【０１６４】
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　１対の第２可動導光板２０９は、第２退避位置にあるときに、それらの大部分が可動役
物部材２０１の１対の第２収容空間２０１ｂに収容され、つまり可動役物部材２０１に隠
れた状態になり、左側の第２可動導光板２０９と第１，第２左固定導光板２０５，２０６
が、また、右側の第２可動導光板２０９と右固定導光板２０７が、夫々第１基板１１０を
挟んで前後に位置する状態になる。１対の第２可動導光板２０９は、第２進出位置にある
ときに、その大部分が可動役物部材２０１の１対の第２収容空間２０１ｂから下方へ突出
し、つまり可動役物部材２０１から現れた状態になる。
【０１６５】
　可動役物部材２０１には、第１ＬＥＤ基板２１０に実装された１８個のＬＥＤ２１５ａ
，２１５ｂが全て固定的に且つ後方へ発光可能に設けられ、１対の第２可動導光板２０９
は第１ＬＥＤ基板２１０よりも後方に配置されて、第２駆動手段２１８により上下方向へ
移動駆動されるが、その第２駆動手段２１８により移動駆動される１対の第２可動導光板
２０９の文字模様；「ＷＡＲＮＩＮＧ」を発光可能に、１対の第２可動導光板２０９に１
８個のＬＥＤ２１５ａ，２１５ｂからの光を導入する第２光導入構造２４５が設けられて
いる。
【０１６６】
　第２光導入構造２４５は、各第２可動導光板２０９に対して４個のＬＥＤ２１５ａ、及
び５個のＬＥＤ２１５ｂを設け、図５２～図５４に示すように、各第２可動導光板２０９
の上端部に、下方ほど後方へ移行するように上下方向から４５度傾斜した傾斜面２０９ａ
を形成し、第２可動導光板２０９が第２退避位置にあるときには４個のＬＥＤ２１５ａか
らの光を、また、第２進出位置にあるときには５個のＬＥＤ２１５ｂからの光を、夫々各
第２可動導光板２０９に導入して、文字模様；「ＷＡＲＮＩＮＧ」を発光可能に構成され
ている。
【０１６７】
　つまり、４個のＬＥＤ２１５ａ、及び５個のＬＥＤ２１５ｂは、夫々上下方向の位置を
異ならせて、左右方向に間隔を空けて一列状に配列され、図５５（１）に示すように、第
２可動導光板２０９が第２退避位置にあるときには、４個のＬＥＤ２１５ａから後方へ向
かう光が、また、図５５（２）に示すように、第２可動導光板２０９が第２進出位置にあ
るときには、５個のＬＥＤ２１５ｂから後方へ向かう光が、夫々各第２可動導光板２０９
にその上端部分の前面から垂直に入射されて、傾斜面２０９ａにより上方（つまり、文字
模様；「ＷＡＲＮＩＮＧ」へ向かう方向）へ反射される。
【０１６８】
　ここで、可動バー役物８、つまり可動役物部材２０１が下待機位置にあるときに、第２
可動導光板２０９が第２退避位置から第２進出位置へ移動すると静止側部材２４９と干渉
する位置にある（図４６、図４７）。
【０１６９】
　尚、第１，第２可動導光板２０８，２０９に夫々形成される文字模様；「ＷＡＲＮＩＮ
Ｇ」については、第１左固定導光板２０５の文字模様；「ＰＳＹＣＨＯ」等同様に、文字
模様；「ＷＡＲＮＩＮＧ」を形成するレンズカットが施されているが、更に、その文字模
様；「ＷＡＲＮＩＮＧ」の輪郭部分に深い溝が形成され、その輪郭内側に多数の凹凸線（
横凹凸線）が形成されるとともに、その輪郭内側が半透明色（例えば、薄い赤色）に着色
されている。
【０１７０】
　これにより、第１，第２可動導光板２０８，２０９が第１，第２進出位置にあるとき、
第１，第２可動導光板２０８，２０９を通して、画像表示器７の画面７ａ（各種映像）が
見える状態になるが、その状況下で、ＬＥＤ２１４ｂ，２１５ｂを点灯させて、文字模様
；「ＷＡＲＮＩＮＧ」を明瞭に発光表示させることができる。
【０１７１】
「第２駆動手段」
　図２７、図２９、図４２～図４８に示すように、第２駆動手段２１８は、可動役物部材
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２０１の第２可動ベース２２１に装備されて、可動役物部材２０１に対して１対の第１可
動導光板２０８を一体的に第１退避位置（図４６）と第１進出位置（図４７）とにわたっ
て上下方向へ進退移動させ、１対の第２可動導光板２０９を一体的に第２退避位置（図４
７）と第２進出位置（図４８）とにわたって上下方向へ進退移動させる。
【０１７２】
　ここで、１対の第１可動導光板２０８、及び１対の第２可動導光板２０９は、第２可動
ベース２２１の前側に配置されているが、図４３～図４５に示すように、第２可動ベース
２２１に１対の第１可動導光板２０８を夫々上下方向へ移動自在にガイドする１対の第１
ガイド機構２５０と、第２可動ベース２２１に１対の第２可動導光板２０９を夫々上下方
向へ移動自在にガイドする１対の第２ガイド機構２５５が設けられている。
【０１７３】
　各第１ガイド機構２５０は、第１可動導光板２０８の下端部に固定された第１連結バー
２５１（図４９、図５０）と、第１連結バー２５１に後方突出状に設けられた左右１対の
第１鍔付きコロ２５２と、第２可動ベース２２１に１対の第１鍔付きコロ２５２が移動自
在に係合するように形成された左右１対の上下方向に長い第１ガイドスリット２５３とを
有する。
【０１７４】
　各第２ガイド機構２５５は、第２可動導光板２０９の上端部に固定された第２連結バー
２５６（図５２、図５３）と、第２連結部材２５６に後方突出状に設けられた左右１対の
第２鍔付きコロ２５７と、第２可動ベース２２１に１対の第２鍔付きコロ２５７が移動自
在に係合するように形成された左右１対の上下方向に長い第２ガイドスリット２５８とを
有する。
【０１７５】
　また、左側の第１，第２可動導光板２０８，２０９は、それらの左端部分が、第２可動
ベース２２１の左部と、そこに前側から固定された挟持部材２５９ａとの間にスライド自
在に挟持され、右側の第１，第２可動導光板２０８，２０９は、それらの右端部分が、第
２可動ベース２２１の右部と、そこに前側から固定された挟持部材２５９ｂとの間にスラ
イド自在に挟持されている。
【０１７６】
　第２駆動手段２１８は、１の電動モータ２６１を有し、その１の電動モータ２６１によ
り、１対の第２可動役物２０９を第２退避位置に停止させた状態で、１対の第１可動役物
２０８を第１退避位置と第１進出位置とにわたって進退移動させ、１対の第１可動役物２
０８を第１進出位置に停止させた状態で、１対の第２可動役物２０９を第２退避位置と第
２進出位置とにわたって進退移動させる差動機構２６０を有する。
【０１７７】
　この第２駆動手段２１８は、第２可動ベース２２１に取付けられた電動モータ２６１と
、第２可動ベース２２１に左右方向へ移動自在に装着されたスライド板２６２と、電動モ
ータ２６１によりスライド板２６２を左右方向へ移動させるピニオン２６３ａ及びラック
２６３ｂとを有し、差動機構２６０によって、１対の第２可動役物２０９を第２退避位置
に停止させて、スライド板２６２の左右方向の移動を１対の第１可動役物２０８の上下方
向の移動に変換し、１対の第１可動役物２０８を第１進出位置に停止させて、スライド板
２６２の左右方向の移動を１対の第２可動役物２０９の上下方向の移動に変換する。
【０１７８】
　電動モータ２６１は、後向き姿勢で、第２可動ベース２２１の中央部分に形成された収
容穴２２１ａに収容された状態で、２つのモータ取付部材２６１ａ，２６１ｂによって第
２可動ベース２２１に取付けられている。この電動モータ２６１の出力軸にピニオン２６
３ａが固着されている。
【０１７９】
　スライド板２６２は、第２可動ベース２２１よりも少しサイズが小さな左右方向に細長
い略矩形状に形成され、第２可動ベース２２１の後側に配置されて、第２可動ベース２２
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１に左右方向へ移動自在にガイド支持されている。このスライド板２６２にピニオン２６
３ａが噛合するラック６３ｂが形成されている。
【０１８０】
　スライド板２６２を第２可動ベース２２１にガイド支持するために、スライド板２６２
には、３つ左右方向に長い係合スリット２６４ａ，２６５ａ，２６６ａが形成され、第２
可動ベース２２１には、３つの係合スリット２６４ａ，２６５ａ，２６６ａが夫々移動自
在に係合するガイドピン２６４ｂ，２６５ｂ，２６６ｂが後方突出状に設けられ、また、
スライド板２６２が、ベースカバー２２２（図２５～図２７、図２９）により第２可動ベ
ース２２１に移動可能に押えられている。
【０１８１】
　差動機構２６０は、１対の第１可動導光板２０８の合計４つの第１鍔付きコロ２５２の
後端側に夫々設けられた４つの第１被案内軸２７０と、これら４つの第１被案内軸２７０
が夫々移動自在に係合するようにスライド板２６２に形成された４つの第１案内スリット
２７１と、１対の第２可動導光板２０９の合計４つの第２鍔付きコロ２５７の後端側に夫
々設けられた４つの第２被案内軸２７２と、これら４つの第２被案内軸２７２が夫々移動
自在に係合するようにスライド板２６２に形成された４つの第２案内スリット２７３とを
有する。
【０１８２】
　４つの第１案内スリット２７１は同形状に形成され、左側の第１可動導光板２０８の２
つの第１被案内軸２７０に対応する２つの第１案内スリット２７１は、それら２つの第１
被案内軸２７０の間隔と同間隔空けて配設され、また、右側の第１可動導光板２０８の２
つの第１被案内軸２７０に対応する２つの第１案内スリット２７１は、それら２つの第１
被案内軸２７０の間隔と同間隔空けて配設されている。
【０１８３】
　各第１案内スリット２７１は、その左端側から右方ほど上方へ移行するように傾斜状に
延びる傾斜スリット２７１ａと、傾斜スリット２７１ａの右端側から右方へ水平に延びる
水平スリット２７１ｂとを有する。
【０１８４】
　４つの第２案内スリット２７３は同形状に形成され、左側の第２可動導光板２０９の２
つの第２被案内軸２７２に対応する２つの第２案内スリット２７３は、それら２つの第２
被案内軸２７２の間隔と同間隔空けて配設され、また、右側の第２可動導光板２０９の２
つの第２被案内軸２７２に対応する２つの第２案内スリット２７３は、それら２つの第２
被案内軸２７２の間隔と同間隔空けて配設されている。
【０１８５】
　各第２案内スリット２７３は、その左端側から右方へ水平に延びる水平スリット２７３
ａと、水平スリット２７３ａの右端側から右方ほど下方へ移行するように傾斜状に延びる
傾斜スリット２７３ｂとを有する。
【０１８６】
　図４６は、４つの第１被案内軸２７０が４つの第１案内スリット２７１の傾斜スリット
２７１ａの左端側に夫々係合し、４つの第２被案内軸２７２が４つの第２案内スリット２
７３の水平スリット２７３ａの左端に夫々係合している状態を示し、このとき、１対の第
１可動導光板２０８が第１退避位置に、１対の第２可動導光板２０９が第２退避位置に位
置し、スライド板２６２が原点位置（右限位置）になる。
【０１８７】
　図４７は、４つの第１被案内軸２７０が４つの第１案内スリット２７１の水平スリット
２７１ｂに夫々係合し、４つの第２被案内軸２７２が４つの第２案内スリット２７３の水
平スリット２７３ａと傾斜スリット２７３ｂとの境界に夫々係合している状態を示し、こ
のとき、１対の第１可動導光板２０８が第１進出位置に、１対の第２可動導光板２０９が
第２退避位置に位置し、スライド板２６２は動作切換位置になる。
【０１８８】
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　図４８は、４つの第１被案内軸２７０が４つの第１案内スリット２７１の水平スリット
２７１ｂの右端に夫々係合し、４つの第２被案内軸２７２が４つの第２案内スリット２７
３の傾斜スリット２７３ｂの右端側に夫々係合している状態を示し、このとき、１対の第
１可動導光板２０８が第１進出位置に、１対の第２可動導光板２０９が第２進出位置に位
置し、スライド板２６２が左限位置になる。
【０１８９】
　スライド板２６２が図４６に示す原点位置と図４７に示す動作切換位置間を左右方向へ
移動しているとき、第２被案内軸２７２が水平スリット２７３ａに係合しているので、第
２可動役物２０９が第２退避位置に停止し、第１被案内軸２７０が傾斜スリット２７１ａ
に係合していると、その傾斜スリット２７１ａの案内作用により第１可動役物２０８が上
下方向へ移動する。
【０１９０】
　また、スライド板２６２が図４７に示す動作切換位置と図４８に示す左限位置間を左右
方向へ移動しているとき、第１被案内軸２７０が水平スリット２７１ａに係合しているの
で、第１可動役物２０８が第１進出位置に停止し、第２被案内軸２７２が傾斜スリット２
７３ｂに係合していると、その傾斜スリット２７３ｂによる案内作用により第２可動役物
２０９が上下方向へ移動する。
【０１９１】
　ここで、１対の第１可動導光板２０８は、第１退避位置のときに可動役物部材２０１か
ら上方へ少し突出した状態になり、また、１対の第２可動導光板２０９は、第２退避位置
のときに可動役物部材２０１から下方へ少し突出した状態になるが、それらの突出量は、
１対の第１可動導光板２０８よりも１対の第２可動導光板２０９の方が小さい。
【０１９２】
　そこで、第２案内スリット２７３の傾斜スリット２７３ｂの上下方向の長さ、つまり第
２可動導光板２０９の上下ストロークを、第１案内スリット２７１の傾斜スリット２７１
ａの上下方向の長さ、つまり第１可動導光板２０８の上下ストロークよりも長くして、第
１進出位置の１対の第１可動導光板２０８と、第２進出位置の１対の第２可動導光板２０
９が、可動役物部材２０１から上下両側へ同程度突出するようにしている。
【０１９３】
　図４３～図４５に示すように、スライド板２６２の位置、即ち１対の第１可動導光板２
０８、及び１対の第２可動導光板２０９の位置を検出するために、第１，第２光学センサ
２７５，２７６が上下に配置されて基板２７７に実装され、その基板２７７が第２可動ベ
ース２２１の中央より後面部に取付けられ、第１光学センサ２７５により検出可能な２つ
の第１遮蔽部２７５ａ，２７５ｂと、第２光学センサ２７６により検出可能な２つの第２
遮蔽部２７６ａ，２７６ｂがスライド板２６２に形成されている。
【０１９４】
　第１光学センサ２７５による第１遮蔽部２７５ａ，２７５ｂの検出状況（検出有無）、
及び第２光学センサ２７６による第２遮蔽部２７６ａの検出状況（検出有無）により、ス
ライド板２６２の前記原点位置、右限界位置、動作切換位置を検出可能になる。
【０１９５】
　ところで、従来の多くの遊技機には、遊技演出用の可動役物を有する演出役物装置が装
備されているが、本発明のように、可動役物部材２０１及び第１，第２可動導光板２０８
，２０９を有する演出役物装置２００において、如何にそれら可動役物部材２０１及び第
１，第２可動導光板２０８，２０９の斬新な動作を実現して、演出効果を高め得る遊技演
出を行うことができるかが課題である。
【０１９６】
　そこで、この演出役物装置２００によれば、第１駆動手段１０６により、可動役物部材
２０１を下待機位置と上作動位置とにわたって移動させ、第２駆動手段２１８により、可
動役物部材２０１に対して１対の１可動導光板２０８を第１退避位置と第１進出位置とに
わたって進退移動させ、１対の第２可動導光板２０９を第２退避位置と第２進出位置とに
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わたって進退移動させるようにした。
【０１９７】
　更に、第２駆動手段２１８において、差動機構２６０により、１の電動モータ２６１に
より、１対の第２可動導光板２０９を第２退避位置に停止させた状態で、第１可動導光板
２０８を第１退避位置と第１進出位置とにわたって進退移動させ、１対の第１可動導光板
２０８を第１進出位置に停止させた状態で、１対の第２可動導光板２０９を第２退避位置
と第２進出位置とにわたって進退移動させるようにした。
【０１９８】
　従って、例えば、第１の遊技演出において、可動役物部材２０１を下待機位置に停止さ
せ、且つ１対の第２可動導光板２０９を第２退避位置に停止させた状態で、１対の第１可
動導光板２０８を第１退避位置と第１進出位置との間で進退移動させたり、第２の遊技演
出において、可動役物部材２０１を下待機位置から上作動位置に移動させると共に、１対
の第１可動導光板２０８及び１対の第２可動導光板２０９を第１，第２退避位置から第１
，第２進出位置へ夫々移動させたりすることができ、つまり、可動役物部材２０１、１対
の第１可動導光板２０８、１対の第２可動導光板２０９の様々な斬新な動作を実現して、
演出効果を高め得る遊技演出を行うことが可能になる。
【０１９９】
　可動役物部材２０１が下待機位置にあるときに、１対の第２可動導光板２０９が第２退
避位置から第２進出位置へ移動すると静止側部材２４９と干渉する位置にあり、つまり、
可動役物部材２０１を最大限下降させた位置を下待機位置として、画像表示器７の画面７
ａの前側を広く空けて、画面７ａを見え易くするとともに、ここで、前記第１の遊技演出
のように、可動役物部材２０１を下待機位置に停止させ、且つ１対の第２可動導光板２０
９を第２退避位置に停止させた状態で、１対の第１可動導光板２０８を第１退避位置と第
１進出位置との間で進退移動させる遊技演出を行うことが可能になる。
【０２００】
　また、従来の遊技機において、導光板を有する演出役物装置を装備した機種が存在する
が、本発明のように、第１，第２左固定導光板２０５，２０６、右固定導光板２０７、第
１，第２可動導光板２０８，２０９を有する演出役物装置２００において、如何にそれら
導光板２０５～２０９の斬新な動作並びに発光表示（電飾）を実現して、演出効果を高め
得る遊技演出を行うことができるかが課題である。
【０２０１】
　そこで、この演出役物装置２００によれば、第１駆動手段１０６により、第１，第２左
固定導光板２０５，２０６及び右固定導光板２０７を１対の第１可動導光板２０８及び１
対の第２可動導光板２０９と一体的に下待機位置と上作動位置とにわたって移動させ、第
２駆動手段２１８により、１対の第１可動導光板２０８及び１対の第２可動導光板２０９
を第１，第２左固定導光板２０５，２０６及び右固定導光板２０７に対して第１，第２退
避位置と第１，第２進出位置とにわたって移動させるようにした。
【０２０２】
　従って、例えば、第１の遊技演出において、第１，第２左固定導光板２０５，２０６及
び右固定導光板２０７を下待機位置に停止させて、第１左固定導光板２０５と右固定導光
板２０７の文字模様「ＰＳＹＣＨＯ」「－ＰＡＳＳ」や第２左固定導光板２０６の文字模
様「犯罪係数」を発光させたり、第２の遊技演出において、第１，第２左固定導光板２０
５，２０６及び右固定導光板２０７を下待機位置から上作動位置に移動させると共に、１
対の第１可動導光板２０８及び１対の第２可動導光板２０９を第１，第２退避位置から第
１，第２進出位置へ移動させて、第１左固定導光板２０５と右固定導光板２０７の文字模
様「ＰＳＹＣＨＯ」「－ＰＡＳＳ」や第２左固定導光板２０６の文字模様「犯罪係数」を
発光させ、１対の第１可動導光板２０８及び１対の第２導光板２０９の文字模様「ＷＡＲ
ＮＩＮＧ」を発光させたりすることができ、つまり、第１，第２左固定導光板２０５，２
０６、右固定導光板２０７、第１，第２可動導光板２０８，２０９の斬新な動作並びに発
光表示（電飾）を実現して、演出効果を高め得る遊技演出を行うことが可能になる。
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【０２０３】
　可動役物部材２０１に第１ＬＥＤ基板２１０を取付け、複数のＬＥＤ２１４ａ，２１４
ｂ，２１５ａ，２１５ｂを固定的に設けて、第２駆動手段２１８により移動される１対の
第１可動導光板２０８及び１対の第２可動導光板２０９の文字模様「ＷＡＲＮＩＮＧ」を
発光可能に、１対の第１可動導光板２０８及び１対の第２可動導光板２０９に複数のＬＥ
Ｄ２１４ａ，２１４ｂ，２１５ａ，２１５ｂからの光を導入する第１，第２光導入構造２
４０，２４５を設けたので、第１，第２可動導光板２０８，２０９が複数位置（第１，第
２退避位置と第１，第２進出位置）にあるときに、文字模様「ＷＡＲＮＩＮＧ」を確実に
発光させることが可能になる。
【０２０４】
　可動役物部材２０１に、第１，第２左固定導光板２０５，２０６及び右固定導光板２０
７と、１対の第１可動導光板２０８及び１対の第２可動導光板２０９は、第１ＬＥＤ基板
２１０を挟んで前後配置されているので、これら導光板２０６～１０９と第１ＬＥＤ基板
２１０を、可動役物部材２０１をコンパクトに配置して装備することができる。
【０２０５】
　次に、演出役物装置２００において、第１，第２光導入構造２４０，２４５を変更した
変更形態について説明する。
【０２０６】
　図５５に示すように、変更形態に係る第１光導入構造２８０は、各第１可動導光板２０
８に対して、第１ＬＥＤ基板２１０の後面に実装された複数（例えば、５個）のＬＥＤ２
８１を設けるとともに、透明板２８２及び導光部材２８３を設けて、第１可動導光板２０
８の位置に関わらず、複数のＬＥＤ２８１からの光を第１可動導光板２０８に導入して、
その文字模様；「ＷＡＲＮＩＮＧ」を発光可能に構成されている。尚、各第１可動導光板
２０８の下端部に略水平な平滑面が形成され、第１光導入構造２４０に係るＬＥＤ２１４
ａ，２１４ｂは省略されている。
【０２０７】
　複数のＬＥＤ２８１は、第１退避位置にある第１可動導光板２０８よりも下側において
、左右方向に間隔を空けて一列状に配列され、全て後方へ発光可能に設けられている。左
右方向に長い導光部材２８３が透明板２８２の後面に固着され、複数のＬＥＤ２８１の後
方且つ第１可動導光板２０８の下方に位置するように配置されている。導光部材２８３の
後端部に、後方ほど上方へ移行するように上下方向から４５度傾斜した傾斜面２８３ａが
形成され、複数のＬＥＤ２８１から後方へ向かう光が、透明板２８２にその前面から垂直
に入射されて導光部材２８３に至り、その傾斜面２８３ａにより上方へ反射され、第１可
動導光板２０８にその下端部から入射され、文字模様；「ＷＡＲＮＩＮＧ」へ向かう。
【０２０８】
　図５６に示すように、変更形態に係る第２光導入構造２８５は、各第２可動導光板２０
９に対して、第１ＬＥＤ基板２１０の後面に実装された複数（例えば、５個）のＬＥＤ２
８６を設けるとともに、透明板２８７及び導光部材２８８を設けて、第２可動導光板２０
９の位置に関わらず、複数のＬＥＤ２８６からの光を第２可動導光板２０９に導入して、
その文字模様；「ＷＡＲＮＩＮＧ」を発光可能に構成されている。尚、各第２可動導光板
２０９の上端部に略水平な平滑面が形成され、第２光導入構造２４５に係るＬＥＤ２１５
ａ，２１５ｂは省略されている。
【０２０９】
　複数のＬＥＤ２８６は、第２退避位置にある第２可動導光板２０９よりも下側において
、左右方向に間隔を空けて一列状に配列され、全て後方へ発光可能に設けられている。左
右方向に長い導光部材２８８が透明板２８７の後面に固着され、複数のＬＥＤ２８６の後
方且つ第２可動導光板２０９の上方に位置するように配置されている。導光部材２８８の
後端部に、後方ほど下方へ移行するように上下方向から４５度傾斜した傾斜面２８８ａが
形成され、複数のＬＥＤ２８６から後方へ向かう光が、透明板２８７にその前面から垂直
に入射されて導光部材２８８に至り、その傾斜面２８８ａにより下方へ反射され、第２可
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動導光板２０９にその上端部から入射され、文字模様；「ＷＡＲＮＩＮＧ」へ向かう。
【０２１０】
◆［電飾パネル］
　電飾パネル６（下部パネル部６）について説明する。
　電飾パネル６は、前記（図１参照）のように、筐体３の前面部を開閉する前面扉２にお
いて、リール１１，１２，１３の表示窓４ａを形成する中段パネル部４の下側部分に設け
られ、遊技機を電飾し且つ遊技演出を行うことが可能である。
【０２１１】
　図５７、図５８に示すように、電飾パネル６は、その本体部となる電飾装置４００と、
電飾装置４００をカバーするパネルカバー４０１と、電飾装置４００及びパネルカバー４
０１を保持するパネル保持枠４０２とを有する。
【０２１２】
　電飾装置４００は、正面視にて左右長が上下長よりも長い（上下長の約３倍の）矩形状
に形成されて、前後に多少の厚みを有する。パネルカバー４０１は、電飾装置４００の前
面をカバーする透明カバー板部４０１ａと、電飾装置４００の外周をカバーする外周カバ
ー部４０１ｂとを有し、パネル保持枠４０２は、パネルカバー４０１の外周カバー部４０
１ｂに外嵌される外周枠部４０２ａと、パネルカバー４０１の透明カバー板部４０１ａの
外周近傍の前面部分に前側から当接する前面枠部４０２ｂとを有する。
【０２１３】
　電飾装置４００について詳しく説明する。
　図５７～図６８に示すように、電飾装置４００は、光透過性の有る表面装飾パネル４１
０と、表面装飾パネル４１０に対してその後面（裏面）側に積層状に配置された主発光部
材４２０（第１発光部材４２０）と、表面装飾パネル４１０及び主発光部材４２０に対し
てその後面側に積層状に配置された発光パネル４３０（第２発光部材４３０）と、発光パ
ネル４３０に対してその後面側に積層状に配置されたＬＥＤ基板４４０と、ＬＥＤ基板４
４０の前面（表面）に実装された複数のＬＥＤ４５０，４５１，４５２（第１光源）、複
数のＬＥＤ４５３，４５４（第２光源）、及び複数のＬＥＤ４５５とを有する。尚、各Ｌ
ＥＤはカラー発光可能なものである。
【０２１４】
　表面装飾パネル４１０、主発光部材４２０、発光パネル４３０、及びＬＥＤ基板４４０
は、複数のビス（場合により接着剤）等の固定手段により互いに固定され、一体化された
電飾装置４００が構成されている。
【０２１５】
　図５７、図５８、図５９に示すように、表面装飾パネル４１０は、正面視にてその外形
が電飾装置４００の外形をなす矩形状に形成され、横断面にて僅かに前方へ膨らむように
反る湾曲形状に形成されて、パネルカバー４０１の透明カバー板部４０１ａの後面に近接
状に臨み、その形状に応じて、パネルカバー４０１及びパネル保持枠４０２は、同様に、
横断面にて僅かに前方へ膨らむように反る湾曲形状に形成されている。
【０２１６】
　表面装飾パネル４１０は、その多く（１／２以上）を占める中央透過部４１１と、中央
透過部４１１の右側に設けられた右装飾部４１２と、中央透過部４１１及び右装飾部４１
２の左右両側に設けられた左サイド装飾部４１３、及び右サイド装飾部４１４とを有する
。右装飾部４１２には、本機種特有のキャクタが描かれ、左右のサイド装飾部４１３，４
１４には、夫々多数の凹凸及び溝が形成されている。　
【０２１７】
　表面装飾パネル４１０は、基本的に、その全体（中央透過部４１１、右装飾部４１２、
左右のサイド装飾部４１３，４１４）から、主発光部材４２０の発光表示される第１模様
部（中央模様部４２１、複数の枝状模様部４２２）、及び発光パネル４３０の発光表示さ
れる第２模様部（左右の模様部４３４，４３５）を透過して表示させるが、右装飾部４１
２と左右のサイド装飾部４１３，４１４は、発光表示される第１，第２模様部と融合され
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るように、第１，第２模様部から発せられた光によって発光表示される。
【０２１８】
　図５９～図６４に示すように、主発光部材４２０は、その中央側の所定領域に設けられ
て表面装飾パネル４１０の上下長と略同じ直径の正面視円形状に形成された中央模様部４
２１であって、複数のＬＥＤ４５０により発光表示される中央模様部４２１と、中央模様
部４２１から外側へ放射状に延びるように設けられた複数（１０個）の枝状模様部４２２
（第１導光部４２２）であって、複数のＬＥＤ４５１，４５２により発光表示される複数
の枝状模様部４２２とを有する。
【０２１９】
　中央模様部４２１は、断面にて前方凸となる皿状部材４２１Ａにより形成されて、その
中央模様部４２１には、その中央側の円形領域に本機種特有のエンブレムが描かれるとと
もに、その外周側のリング形状の環状領域に本機種特有の文字群が描かれ、それらの後面
側全体に拡散レンズ部４２１ａが形成されている。
【０２２０】
　複数の枝状模様部４２２は、発光パネル４３０の前面側、且つ表面装飾パネル４１０の
右装飾部４１２及び右サイド装飾部４１４と対応する領域以外の領域において、中央模様
部４２１の略中央を中心に、周方向へ略等角度おきに配置され、それらの基端部が皿状部
材４２１Ａの外周部に繋がっている。
【０２２１】
　複数の枝状模様部４２２は、互いに長さや形状を異ならせているが、夫々その表面が円
筒面状に形成され、複数の枝状模様部４２２には、夫々その長さ方向全長にわたって後方
へ臨み且つ基端側が皿状部材４２１Ａ内に臨む長尺レンズ部４２２ａが形成されている。
【０２２２】
　図５９～図６２、図６５～図６８に示すように、発光パネル４３０は、正面視にて表面
装飾パネル４１０と略同形同サイズの矩形状に形成され、この発光パネル４３０は、複数
のＬＥＤ４５０からの光を受けて主発光部材４２０の中央模様部４２１へ出射する中央光
透過部４３１と、複数のＬＥＤ４５１，４５２からの光を受けて主発光部材４２０の複数
の枝状模様部４２２へ夫々出射する複数（１０個）の帯状光透過部４３２と、複数のＬＥ
Ｄ４５５からの光を受けて表面装飾パネル４１０の右装飾部４１２へ出射する右光透過部
４３３とを有する。
【０２２３】
　中央光透過部４３１は、主発光部材４２０の中央模様部４２１に対応する位置に設けら
れて、対応する形状及びサイズで形成され、つまり、発光パネル４３０の中央側の所定領
域に設けられた中央光透過部４３１の前面側に、主発光部材４２０の中央模様部４２１が
配置されている。
【０２２４】
　中央光透過部４３１は中央拡散レンズ部４３１からなり、この中央拡散レンズ部４３１
は、その中央を中心に６０度間隔で６等分された６個のノコギリ断面形状のフネレズレン
ズ４３１ａにより構成されている。６個のフネレズレンズ４３１ａの後側に６個のＬＥＤ
４５０が夫々配置され、６個のＬＥＤ４５０の光が６個のフネレズレンズ４３１ａにより
夫々拡散されて、主発光部材４２０の中央模様部４２１に出射され、その光によって中央
模様部４２１が前面全体から発光する。
【０２２５】
　複数の帯状光透過部４３２は、主発光部材４２０の複数の枝状模様部４２２に夫々対応
する位置に設けられて、対応する形状及び長さで形成され、つまり、発光パネル４３０に
中央光透過部４３１から外側へ放射状に延びるように設けられた複数の帯状光透過部４３
２の前面側に、主発光部材４２０の複数の枝状模様部４２２が夫々配置されている。複数
の帯状光透過部４３２には、夫々その長さ方向全長にわたって前方へ臨む長尺レンズ部４
３２ａが形成されている。
【０２２６】
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　ＬＥＤ基板４４０の左部前面側に大部分が位置する３個の帯状光透過部４３２の各々に
は、その後面側に２個の後方凸の鈍角３角形状の導光片４３６が帯状光透過部４３２の長
さ方向に並べて固定的に設けられ、それら２個の導光片４３６の鈍角側の中央角部に対す
る対辺部を帯状光透過部４３２に全長にわたって近接させている。
【０２２７】
　前記の３個の帯状光透過部４３２の上側の１個の帯状光透過部４３２には、その後面側
に１個の導光片４３６と１個の導光バー４３７（第２導光部４３７）が帯状光透過部４３
２の長さ方向に並べて固定的に設けられ、その導光片４３６の鈍角側の中央角部に対する
対辺部と導光バー４３７を帯状光透過部４３２に全長にわたって近接させるとともに、導
光バー４３７の基端側部分を後方へ屈曲させている。
【０２２８】
　ＬＥＤ基板４４０の上端側に位置する４個の帯状光透過部４３２、及びＬＥＤ基板４４
０の下端側に位置する２個の帯状光透過部４３２の各々には、その後面側に１個の導光バ
ー４３７が固定的に設けられ、その導光バー４３７を帯状光透過部４３２に全長にわたっ
て近接させるとともに、導光バー４３７の基端側部分を中央光透過部４３１の後側に位置
させ、且つ後方へ屈曲させている。
【０２２９】
　このように、合計７個の導光片４３６と、合計７個の導光バー４３７が夫々中央拡散レ
ンズ部４３１側から外側へ延びるよう設けられ、７個の導光片４３６に夫々対応する７個
のＬＥＤ４５１と、７個の導光バー４３７に夫々対応する７個のＬＥＤ４５２が設けられ
ている。
【０２３０】
　７個の導光片４３６の中央角部と７個のＬＥＤ４５１とが夫々対面するように配設され
、７個の導光片４３６は、夫々がその中央角部からＬＥＤ４５１の光を導入して前面全体
から発光可能であり、また、７個の導光バー４３７の基端部と７個のＬＥＤ４５２とが夫
々対面するように配設され、７個の導光バー４３７は、夫々がその基端部からＬＥＤ４５
２の光を導入して、導光バー４３７内において基端部から前方へ向かう光を屈曲部の内側
傾斜面で先端側へ反射させて、前面全体から発光可能である。
【０２３１】
　そして、７個の導光片４３６及び７個の導光バー４３７の前面全体から出射される光が
、１０個の帯状光透過部４３２に夫々出射され、更に１０個の帯状光透過部４３２の長尺
レンズ部４３２ａにより拡散されて、主発光部材４２０の１０個の枝状模様部４２２に夫
々出射され、１０個の枝状模様部４２２が、更にそれら長尺レンズ部４２２ａにより夫々
光を拡散して、その光によって表面全体から発光する。
【０２３２】
　右光透過部４３３の後側に１０個のＬＥＤ４５５が分散状に配置され、この１０個のＬ
ＥＤ４５５の光が、右光透過部４３３を透過して右装飾部４１２に当って、右装飾部４１
２が発光表示される。
【０２３３】
　更に、発光パネル４３０は、中央光透過部４３１の左側に８個の帯状光透過部４３２以
外の領域に設けられて、複数のＬＥＤ４５３により発光表示される左模様部４３４と、中
央光透過部４３１の右側に２個の帯状光透過部４３２及び右光透過部４３３以外の領域に
設けられて、複数のＬＥＤ４５４により発光表示される右模様部４３５と有する。左右の
模様部４３４，４３５には、夫々多数の凹凸及び溝が形成されている。
【０２３４】
　図５８～図６０、図６７、図６８に示すように、ＬＥＤ基板４４０は、正面視にて発光
パネル４３０よりも小さくて、左右長が上下長よりも長い（上下長の約３倍の）矩形状に
形成され、発光パネル４３０の外形線よりも内側に配置されて、前記のように、そのＬＥ
Ｄ基板４４０の前面に複数のＬＥＤ４５０～４５５が実装されている。
【０２３５】
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　ここで、前面扉２の中段パネル部４内、及び下部パネル部６の上部後面側に、メダル投
入部２１から投入されたメダルか正規のメダルか否かを判別して振り分けるセレクタ６２
が設けられ、このセレクタ６２とＬＥＤ基板４４０とが相互干渉しないように、ＬＥＤ基
板４４０は、その上端が発光パネル４３０の上端よりも幾分下方に位置するように設けら
れ、また、ＬＥＤ基板４４０は、その下端も発光パネル４３０の下端よりも幾分上方に位
置するように設けられている。
【０２３６】
　このＬＥＤ基板４４０の構成上、ＬＥＤ基板４４０の前面に実装された７個のＬＥＤ４
５３により、ＬＥＤ基板４４０の上端側と下端側に位置して正面視にてＬＥＤ基板４４０
の外側まで延びる７個の帯状光透過部４３２の前面全体を発光可能に、つまり１０個の枝
状模様部４２２の全体を発光可能に、７個の導光バー４３７が設けられている。
【０２３７】
　ところで、従来の電飾パネルにおいては、絵柄が印された表面装飾パネルが、その後面
側に設けられた光源により単に照明されて、常に同じ発光態様で表示され続けるもの、即
ち遊技機を電飾するだけのものであったが、本発明のように、遊技機を電飾し且つ遊技演
出を行うことが可能な電飾パネル６において、如何にその電飾パネル６による斬新な電飾
を実現して、演出効果を高め得る構成とするかが課題である。
【０２３８】
　そこで、この電飾パネル６によれば、光透過性の有る表面装飾パネル４１０と、表面装
飾パネル４１０に対してその後面側に積層状に配置され、複数のＬＥＤ４５０により発光
表示される中央模様部４２１と、複数のＬＥＤ４５１，４５２により発光表示される複数
の枝状模様部４２２とを有する主発光部材４２０と、表面装飾パネル４１０及び主発光部
材４２０に対してその後面側に積層状に配置され、複数のＬＥＤ４５０からの光を受けて
中央模様部４２１へ出射する中央光透過部４２１と、複数のＬＥＤ４５１，４５２からの
光を受けて複数の枝状模様部４２２へ出射する複数の帯状光透過部４３２と、複数のＬＥ
Ｄ４５３，４５４により発光表示される左右の模様部４３４，４３５とを有する発光パネ
ル４３０とを備えた。
【０２３９】
　従って、発光表示される中央模様部４２１、複数の枝状模様部４２２、左右の模様部４
３４，４３５によって、本回胴式遊技機１を鮮やかに電飾するだけでなく、複数のＬＥＤ
４５０～４５４を制御し、中央模様部４２１、複数の枝状模様部４２２、左右の模様部４
３４，４３５を夫々可変に発光表示させて、電飾パネル６による斬新な電飾を実現して、
演出効果が高い遊技演出を行うことが可能になる。しかも、３層構造の表面装飾パネル４
１０、主発光部材４２０、発光パネル３０を備えた電飾パネル６の構成を簡単化し、つま
り製造、組立て負荷を軽減して、製作コストを軽減できる。
【０２４０】
　更に、発光パネル４３０に対してその後面側に積層状に配置されたＬＥＤ基板４４０を
備え、そのＬＥＤ基板４４０の前面に複数のＬＥＤ４５０～４５４が実装されているので
、表面装飾パネル４１０、主発光部材４２０、発光パネル３０と共に、ＬＥＤ基板４４０
及び複数のＬＥＤ４５０～４５４を互いに組付けて、前後方向の厚さが比較的小さな電飾
パネル６を構成することができる。依って、筐体３内の機器に制約を受けずに、電飾パネ
ル６を整然と前面扉２に取付けることが可能になる。
【０２４１】
　中央光透過部４３１は、発光パネル４３０の中央側の所定領域に設けられた中央拡散レ
ンズ部４３１からなり、その中央拡散レンズ部４３１の前面側に主発光部材４２０の中央
模様部４２１が配置されているので、その中央模様部４２１を発光パネル４３０の中央側
において全体的に綺麗に発光表示させることができる。
【０２４２】
　発光パネル４３０は、中央拡散レンズ部４３１側から外側へ延びる複数の導光バー４３
７であって、夫々がその端部からＬＥＤ４５２の光を導入して前面全体から発光可能な複
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数の導光バー４３７を有するので、複数の導光バー４３７から出射される光を主発光部材
４２０の対応する複数の枝状模様部４２２に導入させて、それら複数の枝状模様部４２２
を全体的に発光させることができる。
【０２４３】
　主発光部材４２０の複数の枝状模様部４２２は、中央模様部４２１から外側へ延び、複
数のＬＥＤ４５１，４５２の光により前面全体から発光可能であるので、複数の枝状模様
部４２２を全体的に綺麗に発光表示させることができる。
【０２４４】
　次に、前記実施例１を部分的に変更した別の実施例について説明する。尚、変更点以外
の構成については、実施例１と同様であり、同一の符号を付して説明を省略する。
【実施例２】
【０２４５】
◆［電飾パネル］
　実施例２の電飾パネル６Ａは、実施例１の電飾パネル６の代わりに採用されるものであ
り、筐体３の前面部を開閉する前面扉２において、リール１１，１２，１３の表示窓４ａ
を形成する中段パネル部４の下側部分に設けられ、遊技機を電飾し且つ遊技演出を行うこ
とが可能である。
【０２４６】
　図６９、図７０に示すように、電飾パネル６Ａは、その本体部となる電飾装置５００と
、電飾装置５００をカバーするパネルカバー５０１と、電飾装置５００及びパネルカバー
５０１を保持するパネル保持枠５０２とを有する。
【０２４７】
　電飾装置５００は、正面視にて左右長が上下長よりも長い（上下長の約３倍の）矩形状
に形成されて、前後に多少の厚みを有する。パネルカバー５０１は、電飾装置５００の前
面をカバーする透明カバー板部５０１ａと、電飾装置５００の外周をカバーする外周カバ
ー部５０１ｂとを有し、パネル保持枠５０２は、パネルカバー５０１の外周カバー部５０
１ｂに外嵌される外周枠部５０２ａと、パネルカバー５０１の透明カバー板部５０１ａの
外周近傍の前面部分に前側から当接する前面枠部５０２ｂとを有する。尚、パネルカバー
５０１及びパネル保持枠５０２は、横断面にて僅かに前方へ膨らむように反る湾曲形状に
形成されている。
【０２４８】
　電飾装置５００について詳しく説明する。
　図６９～図７９に示すように、電飾装置５００は、発光パネル５１０（発光部材５１０
）と、発光パネル５１０の左右両部の前面（表面）側に積層状に配置された左装飾板５２
０、及び右装飾板５３０と、発光パネル５１０の中央側に設けられた中央発光ユニット５
４０と、発光パネル５１０の後面（裏面）側に積層状に設けられた複数組（１６組）の導
光バー５５０と、発光パネル５１０、中央発光ユニット５４０、及び複数の導光バー５５
０の後面側に積層状に配置されたＬＥＤ基板５６０と、ＬＥＤ基板５６０の前面に実装さ
れた複数のＬＥＤ５７０（第１光源）、複数のＬＥＤ５７１（第２光源）、及び複数のＬ
ＥＤ５７２，５７３，５７４（第３光源）とを有する。尚、各ＬＥＤはカラー発光可能な
ものである。
【０２４９】
　発光パネル５１０、左右の装飾板５２０，５３０、中央発光ユニット５４０、複数の導
光バー５５０、及びＬＥＤ基板５６０は、複数のビス（場合により接着剤）等の固定手段
により互いに固定され、一体化された電飾装置５００が構成されている。
【０２５０】
　図６９～図７５、図７８、図７９に示すように、発光パネル５１０は、正面視にてその
外形が電飾装置５００の外形をなす矩形状に形成され、その前面は横断面にて僅かに前方
へ膨らむように反る湾曲形状に形成され、発光パネル５１０の中央側には、発光パネル５
１０の上下長と略同じ直径の円形開口５１１が形成されている。
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【０２５１】
　発光パネル５１０は、複数（８個）のＬＥＤ５７２により発光表示される左模様部５１
２（第３模様部５１２）と、複数（８個）のＬＥＤ５７３により発光表示される右模様部
５１３（第３模様部５１３）と、複数のＬＥＤ５７４により発光表示される複数（１６個
）の枝状模様部５１４（第３模様部５１４）とを有する。
【０２５２】
　左模様部５１２は、発光パネル５１０の円形開口５１１の左側に設けられ、右模様部５
１３は、発光パネル５１０の円形開口５１１の右側に設けられ、これら左右の模様部５１
２，５１３には、夫々多数の凹凸及び溝が形成されている。
【０２５３】
　複数の枝状模様部５１４は、左側８個の枝状模様部５１４と右側８個の枝状模様部５１
４とに分けられて、左模様部５１２と右模様部５１３の前面側において、円形開口５１１
から外側へ放射状に延びるように設けられている。左側８個の枝状模様部５１４と右側８
個の枝状模様部５１４は、夫々、円形開口５１１の略中央を中心に、周方向へ略等角度お
きに配置され、互いに長さや形状を異ならせているが、左模様部５１２と右模様部５１３
よりも前方へ突出して、その表面が円筒面状に形成されている。
【０２５４】
　図６９、図７１、図７２に示すように、左装飾板５２０は、発光パネル５１０の左模様
部５１２の左部前面側に配置され、その全体に多数の凹凸及び溝を形成してなる左サイド
装飾部５２１を有する。右装飾板５３０は、発光パネル５１０の右模様部５１３の前面側
に配置され、その右端側部分に多数の凹凸及び溝を形成してなる右サイド装飾部５３１を
有し、残りの部分に本機種特有のキャクタが描かれた右装飾部５３２を有し、右装飾部５
３２の左下部（一部）は、中央発光ユニット５４０の第１，第２模様部５４１ａ，５４２
ａの前側に位置している。
【０２５５】
　左右の装飾板５２０，５３０は、基本的に、その全体（左右のサイド装飾部５２１，５
３１、右装飾部５３２）から、中央発光ユニット５４０の発光表示される第１，第２模様
部５４１ａ，５４２ａ、及び発光パネル５１０の発光表示される第３模様部（左右の模様
部５１２，５１３、複数の枝状模様部５１４）を透過して表示させるが、左右のサイド装
飾部５２１，５３１と右装飾部５３２は、発光表示される第１，第２，第３模様部５４１
ａ，５４２ａ，５１２，５１３，５１４と融合されるように、第１，第２，第３模様部５
４１ａ，５４２ａ，５１２，５１３，５１４から発せられた光によって発光表示される。
【０２５６】
　図６９、図７１～図７４、図７６～図７９に示すように、中央発光ユニット５４０は、
円板状の第１発光部材５４１と、第１発光部材５４１の外周外側に配置されたリング形状
の第２発光部材５４２と、第１発光部材５４１の後面側に配置された円板状の第１レンズ
部材５４３、及び部分円錐形状（環状）の第１仕切部材５４４と、第２発光部材５４２の
後面側に配置されたリング形状の第２レンズ部材５４５、及び部分円錐形状（環状）の第
２仕切部材５４６とを有し、これらの部材５４１～５４６が複数のビス（場合により接着
剤）等の固定手段により互いに固定され、一体化された中央発光ユニット５４０が構成さ
れている。
【０２５７】
　第１発光部材５４１は、本機種特有のエンブレムが描かれた正面視円形状の第１模様部
５４１ａであって、複数のＬＥＤ５７０により発光表示される第１模様部５４１ａを有し
、第２発光部材５４２は、本機種特有の文字群が描かれた正面視リング形状の第２模様部
５４２ａであって、第１模様部５４１ａの外周外側に設けられて複数のＬＥＤ５７１より
発光表示される第２模様部５４２ａとを有する。
【０２５８】
　第２発光部材５４２は、断面にて前方凸となるリング皿状部材５４２Ａにより形成され
、その外周部には、外側へ突出する複数（２０個）の突出部５４２ｂが形成されている。
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第２発光部材５４２は、発光パネル５１０の円形開口５１１に内嵌状に配置され、第２模
様部５４２ａの外周外側に、発光パネル５１０の左右の模様部５１２，５１３及び複数の
枝状模様部５１４が設けられ、１６個の突出部５４２ｂが、発光パネル５１０の１６個の
枝状模様部５１４に夫々繋がった状態になる。
【０２５９】
　第１仕切部材５４４は、第１発光部材５４１とＬＥＤ基板５６０との間に設けられ、複
数のＬＥＤ５７０の光を第１模様部５４１ａに導く為の第１空間と複数のＬＥＤ５７１の
光を第２模様部５４２ａに導く為の第２空間とを仕切るものであり、前方ほど（ＬＥＤ基
板５６０から第１発光部材５４１に近づくほど）拡径し、且つ前端が第１発光部材５４１
の外周（第２発光部材５４２の内周）に近接する部分円錐形状に形成されている。
【０２６０】
　第２仕切部材５４６は、第２発光部材５４２とＬＥＤ基板５６０との間、且つ第１仕切
部材５４４の外周外側に設けられ、複数のＬＥＤ５７１の光を第２模様部５４２ａに導く
為の第２空間と複数のＬＥＤ５７２，５７２，５７４の光を左右の模様部５１２，５１３
と複数の枝状模様部５１４に導く為の第３空間とを仕切るものであり、前方ほど（ＬＥＤ
基板５６０から第２発光部材５４２に近づくほど）拡径し、且つ前端が第２発光部材５４
２の外周に近接する部分円錐形状に形成されている。
【０２６１】
　第１レンズ部材５４３は、第１発光部材５４１の後面側に積層状に、また、第１仕切部
材５４４の前端側に、且つその外周が第１仕切部材５４４の前端内周に近接するように配
置され、つまり第１仕切部材５４４の前端内周の直径と略同じ直径を有する円形状に形成
され、その後面部全体にノコギリ断面形状のフネレズレンズ５４３ａ（拡散レンズ５４３
ａ）が形成されている。
【０２６２】
　第２レンズ部材５４５は、リング皿状部材５４２Ａ（第２発光部材５４２）に後側から
収容され、つまりリング皿状部材５４２Ａの内周よりも少し大きな内周と、リング皿状部
材５４２Ａの外周よりも少し小さな外周とを有するリング形状に形成され、その前面部全
体と後面部全体にノコギリ断面形状のフネレズレンズ５４５ａ，５４５ｂ（拡散レンズ５
４５ａ，５４５ｂ）が形成されている。
【０２６３】
　第１レンズ部材５４３の後側であって、正面視にて第１仕切部材５４４の後端よりも内
側に位置する領域に８個のＬＥＤ５７０が分散状に配置され、８個のＬＥＤ５７０の光は
、第１仕切部材５４４の内側の第１空間を通って、第１レンズ部材５４３に至り、その第
１レンズ部材５４３により拡散されて、第１発光部材５４１に照射され、その第１模様部
５４１ａが発光表示される。
【０２６４】
　第１レンズ部材５４３の後側であって、正面視にて第１仕切部材５４４の後端と第１仕
切部材５４６の後端の間に位置する領域に１０個のＬＥＤ５７１が分散状に配置され、１
０個のＬＥＤ５７１の光は、第１仕切部材５４４と第２仕切部材５４６の間の第２空間を
通って、第２レンズ部材５４５に至り、その第２レンズ部材５４５により拡散されて、第
２発光部材５４２に照射され、その第２模様部５４２ａが発光表示される。
【０２６５】
　図７１、図７２、図７４、図７５、図７９に示すように、複数組の導光バー５５０は、
発光パネル５１０の複数の枝状模様部５１４に夫々対応する位置に設けられて、対応する
形状及び長さで構成され、つまり、発光パネル５５０の中央開口５５１側から外側へ放射
状に延びるように設けられた複数組の導光バー５５０の前面側に、発光パネル５１０の複
数の枝状模様部５１４が夫々配置されている。
【０２６６】
　複数組の導光バー５５０の基端側部分は、中央開口５５１側へ突出して、第２仕切部材
５４６の前端外周よりも中心側に位置するとともに、第２仕切部材５４６の周面に近接し



(39) JP 2016-190151 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

ている。各組の導光バー５５０は、その長さに応じて１個又は２個又は３個の導光バー部
材５５０ａからなり、２個又は３個の導光バー部材５５０ａを有するものでは、それら導
光バー部材５５０ａを長さ方向に直列状に接続して構成され、各導光バー部材５５０ａは
、その基端側部分をＬＥＤ基板５６０の前側に位置させ、且つ後方へ屈曲させている。
【０２６７】
　１個の導光バー部材５５０ａからなる導光バー５５０が８組、２個の導光バー部材５５
０ａからなる導光バー５５０が４組、３個の導光バー部材５５０ａからなる導光バー５５
０が４組あり、合計２８個の導光バー部材５５０ａと、２８個の導光バー部材５５０ａに
夫々対応する２８個のＬＥＤ５７４が設けられ、更に、２８個の導光バー部材５５０ａの
うちの８個の導光バー部材５５０ａ（２個の導光バー部材５５０ａからなる４組の導光バ
ー５５０と、３個の導光バー部材５５０ａからなる４組の導光バー５５０に１個ずつ設け
られている導光バー部材５５０ａ）に夫々対応する８個のＬＥＤ５７４が設けられ、ＬＥ
Ｄ５７４は合計３８個設けられている。
【０２６８】
　尚、左上３組の導光バー５５０（４個の導光バー部材) はパネル部材５５０ｃを介して
一体化され、右上３組の導光バー５５０（４個の導光バー部材) はパネル部材５５０ｃを
介して一体化されている（図７５）。２８個の導光バー部材５５０ａの基端部と２８個の
ＬＥＤ５７４とが夫々対面するように配設され、２８個の導光バー部材５５０ａは、夫々
がその基端部からＬＥＤ５７４の光を導入して、導光バー部材５５０ａ内において基端部
から前方へ向かう光を屈曲部の内側傾斜面で先端側へ反射させる。
【０２６９】
　更に、２８個の導光バー部材５５０ａのうちの前記８個の導光バー部材５５０ａには、
それらの長さ方向途中部に８個の途中光導入部５５０ｂが後方突出状に形成され（図７２
、図７４、図７５）、その８個の途中光導入部５５０ｂと８個のＬＥＤ５７４とが夫々対
面するように配設され、８個の導光バー部材５５０ａは、夫々がその途中光導入部５５０
ｂからもＬＥＤ５７４の光を導入する。こうして、２８個の導光バー部材５５０ａは、前
面全体から発光可能である。そして、２８個の導光バー部材５５０ａ、つまり１６組の導
光バー５５０の前面全体から出射される光が、発光パネル５１０の１６個の枝状模様部５
１４に夫々出射され、それら枝状模様部５１４が夫々発光する。
【０２７０】
　図７０～図７２、図７８、図７９に示すように、ＬＥＤ基板５６０は、正面視にて発光
パネル５００よりも小さくて、左右長が上下長よりも長い（上下長の約３倍の）矩形状に
形成され、発光パネル５００の外形線よりも内側に配置されて、前記のように、そのＬＥ
Ｄ基板５６０の前面に複数のＬＥＤ５７０～５７４が実装されている。
【０２７１】
　ここで、前面扉２の中段パネル部４内、及び下部パネル部６（６Ａ）の上部後面側に、
メダル投入部２１から投入されたメダルか正規のメダルか否かを判別して振り分けるセレ
クタ６２が設けられ、このセレクタ６２とＬＥＤ基板５６０とが相互干渉しないように、
ＬＥＤ基板５６０は、その上端が発光パネル５００の上端よりも幾分下方に位置するよう
に設けられ、また、ＬＥＤ基板５６０は、その下端も発光パネル５００の下端よりも幾分
上方に位置するように設けられている。
【０２７２】
　このＬＥＤ基板５６０の構成上、ＬＥＤ基板５６０の前面に実装された２８個のＬＥＤ
５７４により、正面視にてＬＥＤ基板５６０の外側まで延びる枝状模様部５１４を含めて
、１６個の枝状模様部５１４の全体を発光可能に、１６組の導光バー５５０（２８個の導
光バー部材５５０ａ）が設けられている。
【０２７３】
　ところで、従来の電飾パネルにおいては、絵柄が印された表面装飾パネルが、その後面
側に設けられた光源により単に照明されて、常に同じ発光態様で表示され続けるもの、即
ち遊技機を電飾するだけのものであったが、本発明のように、遊技機を電飾し且つ遊技演
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出を行うことが可能な電飾パネル６Ａにおいて、如何にその電飾パネル６による斬新な電
飾を実現して、演出効果を高め得る構成とするかが課題である。
【０２７４】
　そこで、この電飾パネル６Ａによれば、複数のＬＥＤ５７０により発光表示される第１
模様部５４１ａを有する第１発光部材５４１と、第１模様部５４１ａの外周外側に設けら
れて複数のＬＥＤ５７１により発光表示される第２模様部５４２ａを有する第２発光部材
５４２と、第１，第２発光部材５４１，５４２の後面側に設けられ、複数のＬＥＤ５７０
，５７１が前面に実装されたＬＥＤ基板５６０と、第１，第２発光部材５４１，５４２と
ＬＥＤ基板５６０との間に設けられ、複数のＬＥＤ５７０の光を第１模様部５４１ａに導
く為の第１空間と複数のＬＥＤ５７１の光を第２模様部５４２ａに導く為の第２空間とを
仕切る環状の第１仕切部材５４４とを備えた。
【０２７５】
　更に、第２模様部５４２ａの外周外側に設けられて複数のＬＥＤ５７２，５７３，５７
４により発光表示される左右の模様部５１２，５１３と複数の枝状模様部５１４と有する
発光パネル５１０を備え、その発光パネル５１０の後面側にＬＥＤ基板５６０を設けて、
そのＬＥＤ基板５６０の前面に複数のＬＥＤ５７２，５７３，５７４を実装し、発光パネ
ル５１０及び第１，第２発光部材５４１，５４２とＬＥＤ基板５６０との間、且つ第１仕
切部材５４４の外周外側に設けられ、第２空間と複数のＬＥＤ５７２，５７３，５７４の
光を左右の模様部５１２，５１３と複数の枝状模様部５１４に導く為の第３空間とを仕切
る環状の第２仕切部材５４６を備えた。
【０２７６】
　従って、発光表示される第１，第２模様部５４１，５４２、左右の模様部５１２，５１
３、複数の枝状模様部５１４によって、本回胴式遊技機１を鮮やかに電飾するだけでなく
、複数のＬＥＤ４７０～４７４を制御し、第１，第２模様部５４１，５４２、左右の模様
部５１２，５１３、複数の枝状模様部５１４を夫々可変に発光表示させて、電飾パネル６
Ａによる斬新な電飾を実現して、演出効果が高い遊技演出を行うことが可能になる。しか
も、第１仕切部材５４４によって、第１，第２模様部５４１，５４２を、それらの境界が
明瞭になるように発光表示させることができ、更に、第２仕切部材５４６によって、第２
模様部５４２と、左右の模様部５１２，５１３及び複数の枝状模様部５１４を、それらの
境界が明瞭になるように発光表示させることができる。
【０２７７】
　第１模様部５４１が正面視円形状に形成され、第２模様部５４２ａが正面視リング形状
に形成され、第１，第２仕切部材５４４，５４６が夫々前方ほど拡径する部分円錐形状に
形成されているので、電飾パネル６Ａの中央側に第１模様部５４１ａを設け、その第１模
様部５４２ａを囲むように第２模様部５４２ａを設け、その第２模様部５４２ａの外周外
側に左右の模様部５１２，５１３及び複数の枝状模様部５１４を設けて、それらの境界が
明瞭になるように発光表示させることができる。
【０２７８】
　更に、第１，第２仕切部材５４４，５４６を前方ほど拡径する部分円錐形状に形成する
ことで、複数のＬＥＤ５７１の光を第２模様部５４２ａに導く為の第２空間を確保したう
えで、例えば、正面視にて、複数の枝状模様部５１４が、第２模様部５４２ａの外周より
も内側から外側へ延びるように設けることができるので、意図する第１，第２模様部５４
１ａ，５４２ａと複数の枝状模様部５１４の発光表示を実現することができる。
【実施例３】
【０２７９】
◇［演出制御手段］
　演出制御手段６００は、演出制御基板８１（ＣＰＵ，ＲＯＭ，ＲＡＭ）により構成され
ており、メイン制御基板７０、演出ボタン検出スイッチ９６、操作キー検出スイッチ９７
からの信号に基づいて、画像表示器７、演出用ランプ９２ａ～９４ｄ、サイドランプ９３
ａ，９３ｂ、スピーカ９４ａ，９４ｄ、案内駆動機構部１００Ａ、可動バー役物８、電飾



(41) JP 2016-190151 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

パネル６（６Ａ）を制御して、遊技の進行に応じて、各種遊技演出を行わせる。
【０２８０】
　実施例１に係る画像表示器７の動作、可動バー役物８の動作及び電飾による遊技演出は
次の通りである。
【０２８１】
　画像表示器７の動作による遊技演出については、第１昇降駆動手段１０４を制御し、通
常時、画像表示器７を上待機位置に位置させるが、その通常時から動作させる遊技演出は
基本的に図８０に示す１種類となり、その画像表示器動作演出１では、図８１（１）（２
）に示すように、画像表示器７を（１）上待機位置→（２）下作動位置→（１）上待機位
置に移動させる。
【０２８２】
　ここで、前記のように、画像表示器７の画面７ａが上方ほど前方へ位置するように、画
像表示器７を前傾姿勢にして設けることで、図８１（１）に示すように、画像表示器７を
上待機位置に位置させた状態で、その画像表示器７の上部後側に、演出用発光部１４ａを
設けることができる。このとき、演出用発光部１４ａの大部分は画像表示器７の後側に隠
れた状態になるが、図８１（２）に示すように、画像表示器７が上待機位置から下作動位
置へ下降すると、演出用発光部１４ａの全体が露出して、この演出用発光部１４ａの発光
により演出を行うことができる。
【０２８３】
　可動バー役物８の動作による遊技演出については、第１，第２駆動手段１０６，２１８
を制御し、通常時、可動バー役物８を下待機位置に位置させ、第１，第２可動導光板２０
８，２０９を夫々第１，第２退避位置に位置させるが、その通常時から動作させる遊技演
出は基本的に図８２に示す４種類となる。
【０２８４】
　可動バー役物動作演出１（第１の遊技演出）では、図８３（１）（２）に示すように、
可動役物部材２０１を下待機位置に停止させ、且つ第２可動導光板２０９を第２退避位置
に停止させた状態で、第２駆動手段２１８により、第１可動導光板２０８を（１）第１退
避位置→（２）第１進出位置→（３）第１退避位置に移動させ、更にその際、第１退避位
置と第１進出位置との間で進退移動させることができる。可動バー役物動作演出２では、
図８３（１）（３）に示すように、第１，第２可動導光板２０８，２０９を夫々第１，第
２退避位置に保持して、第１駆動手段１０６により、可動役物部材２０１を（１）下待機
位置→（３）上昇途中位置→（１）下待機位置に移動させる。尚、上昇途中位置とは、下
待機位置から上作動位置へ至るまでの途中位置である。
【０２８５】
　可動バー役物動作演出３では、図８３（１）（３）（４）に示すように、第１，第２可
動導光板２０８，２０９を夫々第１，第２退避位置に保持して、第１駆動手段１０６によ
り、可動役物部材２０１を（１）下待機位置→（４）上作動位置→（１）下待機位置に移
動させる。可動バー役物動作演出４（第２の遊技演出）では、図８３（１）（３）～（６
）に示すように、第１駆動手段１０６により、可動役物部材２０１を（１）下待機位置→
（４）～（６）上作動位置→（１）下待機位置に移動させ、可動役物部材２０１が上作動
位置にあるときに、第２駆動手段２１８により、第１，第２可動導光板２０８，２０９を
夫々（４）第１，第２退避位置→（６）第１，第２進出位置→（４）第１，第２退避位置
に移動させる。
【０２８６】
　尚、図８３（１）（３）～（５）に示すように、第１駆動手段１０６により、可動役物
部材２０１を（１）下待機位置→（４）（５）上作動位置→（１）下待機位置に移動させ
、可動役物部材２０１が上作動位置にあるときに、第２駆動手段２１８により、第１可動
導光板２０８だけを（４）第１退避位置→（５）第１進出位置→（４）第１退避位置に移
動させるようにしてもよい。
【０２８７】
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　尚、可動バー役物８の動作による他の遊技演出として、図８４に示すように、可動役物
部材２０１を下待機位置に停止させ、第１，第２可動導光板２０８，２０９を夫々第１，
第２退避位置→第１，第２進出位置→第１，第２退避位置に移動させるようにしてもよい
。この場合、第２可動導光板２０９が静止側部材２４９と干渉しないものとする。
【０２８８】
　また、第１可動導光板２０８の位置に関わらず、第２駆動手段２１８により第２可動導
光板２０９を第２退避位置と第２進出位置とにわたって移動させ得るように構成して、図
８５に示すように、可動役物部材２０１を下待機位置に停止させ、且つ第１可動導光板２
０８を第１退避位置に停止させた状態で、第２駆動手段２１８により、第２可動導光板２
０８を第２退避位置→第２進出位置→第２退避位置に移動させ、更にその際、第２退避位
置と第２進出位置との間で進退移動させることができてもよい。この場合も、第２可動導
光板２０９が静止側部材２４９と干渉しないものとする。
【０２８９】
　また、同じく、第１可動導光板２０８の位置に関わらず、第２駆動手段２１８により第
２可動導光板２０９を第２退避位置と第２進出位置とにわたって移動させ得るように構成
して、図８６に示すように、第１駆動手段１０６により、可動役物部材２０１を下待機位
置→上作動位置→下待機位置に移動させ、可動役物部材２０１が上作動位置にあるときに
、第２駆動手段２１８により、第２可動導光板２０９だけを第２退避位置→第２進出位置
→第２退避位置に移動させるようにしてもよい。
【０２９０】
　そして、画像表示器７及び可動バー役物８の動作による全体的な遊技演出において、画
像表示器動作演出１を単独で行わせたり、或いは、可動バー役物動作演出１～４の何れか
を単独で行わせたり、或いは、画像表示器動作演出１と可動バー役物動作演出１～４の何
れかとを組合せて同時に行わせたりする。
【０２９１】
　尚、画像表示器７及び可動バー役物８の動作速度や動作タイミングについては、適宜設
定可能である。例えば、画像表示器動作演出１と可動バー役物動作演出２～４の何れかと
を組合せて同時に行わせる場合、画像表示器７が上待機位置から下作動位置へ移動するタ
イミンイグと、可動役物部材２０１が下待機位置から上作動位置へ移動するタイミンイグ
を同じにしてもよいし、更に、画像表示器７が下作動位置から上待機位置へ移動するタイ
ミンイグと、可動役物部材２０１が上作動位置から下待機位置へ移動するタイミンイグを
同じにしてもよい。
【０２９２】
　可動バー役物８の電飾による遊技演出については、複数のＬＥＤ２１１ａ，２１２ａ～
２１２ｄ，２１３ａ～２１３ｃ、２１４ａ，２１４ｂ，２１５ａ，２１５ｂ，２１６ａ，
２１６ｂ，２１７ａを制御し、その遊技演出は基本的に図８７に示す１０種類となる。
【０２９３】
　可動バー役物電飾演出１では、中央電飾器２０２の複数のＬＥＤ２１１ａにより中央電
飾部材２２６を発光表示させ、可動バー役物電飾演出２では、左電飾器２０３の複数のＬ
ＥＤ２１２ａにより縦縞模様（左）を発光表示させ、可動バー役物電飾演出３では、右電
飾器２０４の複数のＬＥＤ２１３ａにより縦縞模様（右）を発光表示させる。
【０２９４】
　可動バー役物電飾演出４では、左電飾器２０３の複数のＬＥＤ２１２ｂ～２１２ｄによ
り稲妻模様を発光表示させ、可動バー役物電飾演出５では、右電飾器２０４の複数のＬＥ
Ｄ２１３ｂにより稲妻エフェクトを発光表示させ、可動バー役物電飾演出６では、右電飾
器２０４の複数のＬＥＤ２１３ｃにより７セグ表示器２３５に数字を表示させ、可動バー
役物電飾演出７では、同じく右電飾器２０４の複数のＬＥＤ２１３ｃにより７セグ表示器
２３５に波動を表示させる。
【０２９５】
　可動バー役物電飾演出８では、複数のＬＥＤ２１６ａにより第１左固定導光板２０５の
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「ＰＳＹＣＨＯ」を発光表示させ、可動バー役物電飾演出９では、複数のＬＥＤ２１７ａ
により右固定導光板２０７の「－ＰＡＳＳ」を発光表示させ、可動バー役物電飾演出１０
では、複数のＬＥＤ２１６Ｂにより第２左固定導光板２０６の「犯罪係数」を発光表示さ
せ、可動バー役物電飾演出１１では、複数のＬＥＤ２１４ａ又は２１４ｂにより第１可動
導光板２０８の「ＷＡＲＮＩＮＧ」を発光表示させ、可動バー役物電飾演出１２では、Ｌ
ＥＤ２１５ａ又は２１５ｂにより１対の第２可動導光板２０９の「ＷＡＲＮＩＮＧ」を発
光さ表示せる。
【０２９６】
　そして、可動バー役物８の電飾による全体的な遊技演出において、可動バー役物電飾演
出１～１２の何れかを単独で行わせたり、或いは、可動バー役物電飾演出１～１２の何れ
か複数を組合せて同時に行わせたりする。例えば、通常時は、可動バー役物電飾演出８，
９を行わせて、その他の可動バー役物電飾演出を行わせいないようにして、つまり、「Ｐ
ＳＹＣＨＯ」「－ＰＡＳＳ」のみを発光表示させる。尚、可動バー役物電飾演出１～１２
の各々については、対応する複数のＬＥＤを全て一斉に点灯させて、対象物や対象模様を
単に発光表示させるだけでなく、対応する複数のＬＥＤの点灯→消灯のタイミングをずら
すように制御して、対象物や対象模様を可変に発光表示させる態様も含むものとする。
【０２９７】
　ここで、動バー役物８の動作と電飾とを組み合わせた遊技演出について、例えば、可動
バー役物動作演出４を行わせる際、先ず、可動役物部材２０１を下待機位置に停止させて
いるときに（上作動位置へ移動させる前）、可動バー役物電飾演出８，９のみを行わせ、
次に、可動役物部材２０１を下待機位置から上作動位置へ移動させて、上作動位置に一時
的に停止させ、また、第１，第２可動導光２０８，２０９を第１，第２退避位置から第１
，第２進出位置へ移動させて、第１，第２進出位置に一時的に停止させているときに、可
動バー役物電飾演出１～５を行わせることができる。
【０２９８】
　尚、可動役物部材２０１が下待機位置にあるときに、第１可動導光板２０８だけが第１
退避位置から第１進出位置へ移動する際（図８３（２））、また、第２可動導光板２０９
だけが第２退避位置から第２進出位置へ移動する際（図８５）、また、第１，第２可動導
光板２０８，２０９の両方が夫々第１、第２退避位置から第１、第２進出位置へ移動する
際（図８４）、可動役物部材２０１の電飾演出については、可動バー役物電飾演出１～１
０の少なくとも１つの電飾演出を行わせてもよいし（この場合、図８３（２）での電飾演
出と図８５での電飾演出と図８４での電飾演出を異ならせてもよい）、可動バー役物電飾
演出１～１０の何れも行わず、つまり可動役物部材２０１を全く発光させないようにして
もよい。また、このとき動作する可動導光板２０８，２０９の電飾演出（つまり「ＷＡＲ
ＮＩＧ」の発光）を行わせてもよいし行わせなくてもよい。
【０２９９】
　また、可動役物部材２０１が上作動位置にあるときに、第１可動導光板２０８だけが第
１退避位置から第１進出位置へ移動する際（図８３（５））、また、第２可動導光板２０
９だけが第２退避位置から第２進出位置へ移動する際（図８６）、また、第１，第２可動
導光板２０８，２０９の両方が夫々第１、第２退避位置から第１、第２進出位置へ移動す
る際（図８３（６））、可動役物部材２０１の電飾演出については、可動バー役物電飾演
出１～１０の少なくとも１つの電飾演出を行わせてもよいし（この場合、図８３（５）で
の電飾演出と図８６での電飾演出と図８３（６）での電飾演出を異ならせてもよい）、可
動バー役物電飾演出１～１０の何れも行わず、つまり可動役物部材２０１を全く発光させ
ないようにしてもよい。また、このとき動作する可動導光板２０８，２０９の電飾演出（
つまり「ＷＡＲＮＩＧ」の発光）を行わせてもよいし行わせなくてもよい。
【０３００】
　また、可動役物部材２０１が下待機位置にあるとき又は上作動位置にあるときに、第１
可動導光板２０８が第１退避位置と第１進出位置との間でガタガタと何らかの煽りを行う
ように進退移動する際、或いは、第２可動導光板２０９が第２退避位置と第２進出位置と
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の間でガタガタと何らかの煽りを行うように進退移動する際、その作動する可動導光板２
０８，２０９の電飾演出（つまり「ＷＡＲＮＩＧ」の発光）については、ガタガタと進退
移動するときに行わせなくてもよいし、そこで行わないで、或いはそこでの電飾演出に引
き続いて、完全に進出したときに行わせてもよい。また、可動役物部材２０１の電飾演出
については、行なわせていない状態から、可動導光板２０８，２０９の電飾演出に同期し
て、つまり、可動導光板２０８，２０９の電飾演出がガタガタと進退移動するときに行わ
せなくてもよいし、そこで行わないで、或いはそこでの電飾演出に引き続いて、完全に進
出したときに行わせてもよい。
【０３０１】
　尚、本発明については、その趣旨を逸脱しない範囲において、前記開示事項期外の種々
の変更を付加して実施することが可能である。そして、本発明については、前記回胴式遊
技機以外の種々の回胴式遊技に適用してもよいし、場合によっては、回胴式遊技機以外に
パチンコ遊技機等の種々の遊技機に適用可能である。
【符号の説明】
【０３０２】
１　回胴式遊技機
２　前面扉
３　筐体
６，６Ａ　下部パネル，電飾パネル
７　画像表示器
７ａ　画面
８　可動役物
１０１　アーム部材
１０２　ベース部材
１０３　第１案内機構
１０４　第１昇降駆動手段
１０５　第２案内機構
１０６　第２昇降駆動手段，第１駆動手段
１１７　第１ガイドロッド
１１８ｅ　第１リニアガイド
１５４　第２ガイドロッド
２０１　可動役物部材（ベース部材）
２０５　第１左固定導光板（第１導光板）
２０６　第２左固定導光板（第１導光板）
２０７　右固定導光板（第１導光板）
２０８　第１可動導光板（第１可動役物，第２導光板）
２０９　第２可動導光板（第２可動役物，第２導光板）
２１０　第１ＬＥＤ基板
２１４ａ，２１４ｂ，２１５ａ，２１５ｂ，２８１，２８６　ＬＥＤ（第２光源）
２１６ａ，２１６ｂ，２１７ａ　ＬＥＤ（第１光源）
２１８　第２駆動手段
２４０，２８０　第１光導入構造
２４５，２８５　第２光導入構造
２４９　静止側部材
２６０　差動機構
２６１　電動モータ
４１０　表面装飾パネル
４２０　主発光部材（第１発光部材）
４２１　中央模様部（第１模様部，第１導光部）
４２２　枝状模様部（第１模様部）
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４３０　発光パネル（第２発光部材）
４３１　中央光透過部（中央拡散レンズ部）
４３２　帯状光透過部
４３４　左模様部（第２模様部）
４３５　右模様部（第２模様部）
４３７　導光バー（第２導光部）
４４０　ＬＥＤ基板
４５０，４５１，４５２　ＬＥＤ（第１光源）
４５３，４５４　ＬＥＤ（第２光源）
５１０　発光パネル（発光部材）
５１２　左模様部（第３模様部）
５１３　右模様部（第３模様部）
５１４　枝状模様部（第３模様部）
５４１　第１発光部材
５４１ａ　第１模様部
５４２　第２発光部材
５４２ａ　第２模様部
５４４　第１仕切部材
５４６　第２仕切部材
５６０　ＬＥＤ基板
５７０　ＬＥＤ（第１光源）
５７１　ＬＥＤ（第２光源）
５７２，５７３，５７４　ＬＥＤ（第３光源）
６００　演出制御手段
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